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　駅ビルの外の店舗に彩りよく置かれている花はピンク、赤、黄色、紫など様々だった。

　花木はなき由乃ゆのは客に呼ばれて、ダリアを取ったりアネモネを取ったりして、忙しくしていた。ボブヘアが愛らしく、由乃はせかせか髪の毛を揺らしながら、花を取っている。

　どれもピンと立ち、みずみずしい。冬の底冷えした寒さの中、朝早くから手入れして水を吸わせてやっているからだろう。こんな風に順調に売れていくとほっとする。

「スイートピーと」

「はいっ」

　すっと紫色のひらひらした花弁を取ると女性は頬を緩ませた。

「綺麗ね。ピンク色と黄色と一本ずつ買っても変じゃないかしら？」

「色が沢山あっても平気かと」

　試しに花を添えてみると、主役のダリアやアネモネにより彩りが増やされる感じがする。花の色というのは不思議でどの色を組み合わせても喧嘩せず馴染んでしまう。

　さすがにあまりにも合わない色を組み合わせるとまとまりがなくなってしまうが。

　女性は嬉しそうに「これに決めたわ」と言うと、レジに向かった。

　そこには同じバイト仲間の明智あけち誉ほまれがいる。彼は仕事仲間であり、由乃の彼氏でもあった。そして、売れない役者でもある。

　誉がにこりと微笑むと女性が恥ずかしそうに俯いた。

　会計を始めると女性が上目で誉を見つめた。

「千六百円になります」

　誉の心地よい低い声音が店内に響いた。

「はい……」

「二千円で」

　こくこくと頷く女性に、由乃は少しばかりの優越感のようなものを感じてしまう。

　誉は余計なことは言わないが、そのせいで女性が意識してしまうのだ。彼女である由乃も未だに彼のそういった部分にときめくことがある。

　誉の切れ長の目に見つめられて、耳に響くような甘い声を聞いたら誰だってどきりとする。長身で細身、しかも高い鼻梁に色白で女性みたいな顔立ち。誉は由乃より二歳年上で二十七歳になった。由乃は店では妹のように可愛がられているが、年の差はさほどないのに、店では妹のように可愛がられているのが少し気恥ずかしい。

　誉が花に囲まれているとなると、余計に美男に見えてしまうだろう。

「ありがとうございます」

　そう言いながら、由乃が花を丁寧に包んで渡すと女性は受け取った。レシートを渡そうとすると、女性が焦ったのかレシートを取り損ねた。誉はすぐに屈んで取ると、にこやかに微笑んだ。

「レシート、いりませんか？」

「あ、ごめんなさい。いります」

「それから、ポイントカードお作りしましょうか。毎月五日はポイント五倍ですので、是非また来て下さい。季節の花がお好みでしたら、沢山揃えておきます」

「はいっ」

　誉は花屋の店員として接客にぬかりがない。

　ただ、その営業トークにはサービス精神があって、甘い言葉に聞こえてしまうような気もしている。誉は仕事に真っ直ぐなだけらしいが。

「またどうぞお越しください」

「またきますっ」

　誉が営業スマイルを見せると、女性は逃げるように立ち去る。由乃は思わず笑みがこぼれてしまった。

「誉は女性に人気だね」

「小さな花屋で人気になっても仕方ないだろ」

「そうだけど。それでいいんじゃないかなって……」

「彼女としてどうなのか、今の発言。応援してないのか？」

「応援してるけど」

（本当に売れたら、私以外の人と付き合い出しそうで）

　売れないから誰の目に留まることなく、自分の彼女でいてくれていると思っている。

　花屋で働いている限り、ライバルとなり得る女性と誉が出会う可能性はまだ少ない。

　このまま永遠に花屋でバイトしていて欲しいなんて言ったら怒られるから言わないが、俳優として売れて、自分から離れてしまったらどうしようと、実のところ由乃は心配をしている。

　話を逸らそうかと店内を整理しだした時だ。

　レジ内にいた誉がエプロンのポケットから何かを出した。

「これ、オーディション受けてみろって言われてて。まだ秘密なんだけど」

　近寄ってスマホに映し出された画面を見て、由乃は首を傾げる。

「戦隊ヒーロー？『シャリンジャー（仮）』？　なにそれ」

「そのままだ。子供向けのヒーローもので、ここから有名になることもある」

「そうなんだ」

「マネージャーが推してる。硬派なドラマを狙うよりいいんじゃないかって」

　応援すべきだと思うのに、なぜか心臓がばくばく鳴っていた。

　今までの平穏な日々が本当に壊れてしまうかもしれない、そんな気がした。

　第六感というやつかもしれない。

「受けてみたら。だって夢だったもんね」

　なんとか笑顔を見せるものの複雑な気分だ。

「実は、もうオーディションは受けて結果待ちだ」

「え……」

「すぐに返事をしろと言われたから。年齢的にもこんなチャンスは巡って来ないだろうって言われてる」

「そう」

　由乃は誉が嬉しそうにするのを寂しく見つめた。

　努めて笑顔を見せて「結果が楽しみだね」なんて言うものの、本当は辛くてたまらない。

　仕事に戻ると言って店の前を掃除し始めるが頭の中は誉のことでいっぱいだ。

　そのとき、誉のスマホが鳴った。

　いつもはマナーモードにしているのにと不審に思っていると誉の嬉しそうな声が聞こえてくる。

「はい、ぜひ、よろしくお願いいたします」

　冬の寒さに包まれる中、誉が戦隊ヒーローの一員になることが決まった。
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「シャリンブルーのおもちゃ買って」

　子供が花屋の前で駄々をこねていた。

　あれから半年が経ち夏を迎えている。

　誉が演じているシャリンブルーはクールなお兄さんキャラで子供よりも主婦から人気を集めた。誉は撮影に追われて花屋を辞め、一気に有名人だ。子供たちだけからの人気なら良かったのだが、その端正なルックスから女性誌に載ることもあり、先週はバラエティーのテレビにまで出演した。

　そのような調子なので彼は忙しく、職場が同じで四六時中会えていた頃とは違い、今は誉が休みのときしか会えなくなっている。

　そうなると、由乃が自然と予定を合わせるかたちになってしまうし、有名になったことによってふたりで外出も出来ないので、誉の部屋に行くたびにセックスだけして終わりという関係になってしまっている。

　それでも嬉しいが、どこか空しくもある。

　でも、それも仕方がないのだ。

　というのも、誉がマネージャーから言い渡されたのは、一年間、子供の夢を壊さないこと。

　誉の私生活がバレないように注意し、子供がいたらファンサービスをする。彼女がいれば、部屋で過ごして一年間は何事もないように過ごすように、というお達しだった。

　確かに、憧れのヒーローに実は彼女がいた、なんてことになったらがっかりだろう。

　誉が言うには、子供だけでなく大人も見ているから余計に気を遣う、と。

（とはいえ、誉の部屋でエッチだけって）

　ぶすっと頬を膨らますと、また別の男の子がシャリンブルーについて語っている。

　昨日がシャリンジャーの放送日である日曜だったせいだろう。

「昨日もイエロー助けてたよね！　カッコいいよね！」

（シャリンイエローか）

　誉を確認する為に毎回観ているから、由乃だって知っている。

　シャリンイエローは可愛い子が演じていて、いつもブルーに助けられている。大人から見たらちょっとぶりっ子キャラなのだが、子供から見ると可愛く見えるのだろう。

　ブルーとの絡みが多いせいか、ついついシャリンイエローには嫉妬してしまう。最近では由乃よりその子の方が一緒にいる時間も長いせいかもしれない。

　それに、テレビの中では兄妹のような関係で、ブルーがイエローを助けるのがお決まりになっていた。それをレッドが茶化すというのもお決まりで。

　子供番組ならではの流れもあるし、もちろん、イエローはレッドとの絡みもある。

　ただ、独断専行で行動を起こすレッドに、ブルーとイエローがついていくというパターンも多く、必然的にふたりのシーンも増えて、自然と由乃もぼんやり見ているわけにもいかなくなった。

「シャリンブルーの激ガン買ってよ」

（激ガン……。ああ、なんか武器か）

　ぼんやりしか思い出せないが、いつも持っている拳銃があるのだ。

　子供にしてみれば、ブルーとイエローの関係より武器に目が行くのは当然だろう。

「お誕生日にね」

　そう言われて、駄々をこねる男の子を見つめながら、由乃はぼんやりした。

　誉からの連絡は減ってきていて、由乃ばかりメッセージを送っている。

（今日は誉の部屋に行く日だ）

　そう思うと気分は上がるのだが、最近はふたりきりの時間を楽しめていないような気もする。小さな子たちのヒーローになったと自覚した途端に、由乃のことはおざなりだ。

　夕方になって交代しバイトが終わると、由乃はスーパーに寄って食材などを買ってから誉の部屋に向かった。

　部屋は以前と変わらないワンルームだが、誉自身の着ている服や髪型はかなりあか抜けた。

　ハイブランドのものを身につけるようになったし、髪型は役のイメージを壊さない為に黒髪を綺麗に流して切り揃え、美容院に定期的に通って保っている。

　合鍵で中に入ると、そこには誉がすでにいた。

「久しぶり、由乃」

「いたなら連絡してくれても」

　由乃は靴を脱ぎながら、寂しい思いになった。

　早く来ることは出来ないが、連絡ひとつで気持ちが変わる。

　ウキウキして部屋を訪れることだって出来たはずだ。

「仕事が早く終わったから」

「そう。何してるの？」

「台本読んでた」

　買ってきたものを台所付近に置いて、誉のいるふたり掛けのソファに座ると、久しぶりの温もりにほっとする。

　けれど、台本を覗き込んだ途端にがっくりと落ち込んだ。






シャリンイエロー『いつも助けてくれてありがとう。大好き』

シャリンブルー『まったく、簡単な罠にはまって』






（子供番組だから、大好きという言葉に深い意味はないのは分かってる）

　そうだけど――。

　もやもやして台本を凝視していると、誉が苦笑した。

「なんだよ。気になるのか？　いつもしれっとしてるのに」

「ああ、あの、いつもイエローのこと助けてるなって」

「お決まりというか」

　誉は首を傾げて顔を覗いてくる。

　戦隊ヒーローものの台本を見て、『大好き』に反応してしまったとは言いにくい。

　誉は真剣な気持ちで演じている。しかも、この場合は全く深い意味のない、仲間同士の会話だ。けれど、由乃にはそういう意味に思えなくなっている。

　そろそろと目を動かしていくと、シャリンイエローは別のシーンでもブルーに甘えている。そういうお決まりのパターンなのだろうが、もやもやが止まらない。

「あの、イエローとブルーってなんでこんなに仲良しなの」

「まあ、血は繋がってないけど兄妹みたいな関係だから、イエローを助けるのはブルーってことになってる」

「ふーん」

「夏もそんなに気にして演技してない」

「夏……って、イエロー？」

「そう。古村こむら夏なつさん。シャリンジャーへの出演が決まる前からモデルで活躍してる子」

　そう言って誉がスマホで画像を見せてこようとしたので、由乃は画面を押し返した。

　テレビ越しでも分かるほど、可愛い子なのだ。

　それに、グラビアだってこなしているのを知っている。

　男子が好みそうなおっとりとした可愛い顔で、しかも胸も大きい。

　どこからどうみても、勝ち目なんてない。

　それに、誉と同じように演技をしているのだから嫉妬するだけ無駄だと分かっている。

　だけど、彼女を見るとやはりもやもやしてしまう。

　誉との付き合いは一年以上になるが、彼女に乗り換えてしまわないかと正直不安でたまらない。

　だから、台本の上でお互いに助け合うシーンが多いと辛くなってしまう。

「夏は年下だけど、しっかりしてるから。ＳＮＳやってて、ファンサービスも多いし」

「へえ」

　そう言うと、誉はスマホを操作して夏のＳＮＳのアカウントを見せてくれた。

　シャリンジャーのオフショットを公開しているようで、ファンが喜んでいるようだ。

　カフェで過ごしたり、家で過ごしている様子などもアップされていて、確かにファンは嬉しい限りだろう。

　誉はデビュー前からＳＮＳはやらないと決めていたようだが。

　有名になる為には必要な手段ではないかと思えてくる。

「こういうの、誉はやらないの？」

「得意じゃない」

「確かに、写真映えするようなものはこの部屋にはないし。そういうところにも行かないし」

　アパートにはベッドにローテーブル、筋トレ用品やテレビなどが置いてある。余計なものもなく、オシャレな家具はあるがどこか殺風景な部屋だ。仕事に集中する為に、余計な物は置かないと決めているらしい。

　そういうところは誉らしいなと思うが。うっかり由乃の好きな小物や生活用品を置いたら気が散ると思うと、その点では気を使う。

「夏はやれやれって言うんだけどな」

「ああ、そうなんだ」

（さっきから夏って気楽に呼んでるけど。距離近いような気がする）

　予感が的中していたら嫌だと思い、由乃は話題を変えることにした。

　結局、誉との関係は部屋に籠ることでバレないが、恋人同士とはいえワンルームでセックスするだけの仲という関係に落ち着いてしまっていて、夏という女性の方が余程彼女らしいことをしているような気がした。

　その日も、ご飯を部屋で食べて一緒にＤＶＤを見て寝るといういつものパターンを済ますと、誉は早朝から部屋を出て行こうとする。

「おはよう」

　由乃がベッドの上で半身を起こすと、すでに着替えた誉が振り向いた。

「おはよう、起こして悪かった。じゃあ、撮影行ってくる」

「頑張って」

（朝のおしゃべりする暇もなく、行っちゃった）

　魅力的に感じていた誉の口数の少なさが裏目に出て、由乃を寂しくさせる原因になるとは思わなかった。その後、由乃もぼんやりしながら起きると、すぐに着替えて部屋を出た。










（やっぱり誉って女性からの人気が高いんだ）

　花屋のバイトをしながら、昨日見つけたネット記事をそっと見つめる。

　女性誌のウェブ版で誉のインタビュー記事の抜粋が載っているのだ。

　テレビ以外の仕事のことをきちんと話してくれたこともない。生き生きとした表情を見ると胸が切なく痛んだ。

『ヒーローものは憧れでした』

　というタイトルの通り、誉は嬉しそうに語っている。

　けれど、由乃には一度も教えてくれなかったことだ。嘘を吐いているわけじゃないだろう。

　どうして彼女なのに知らなかったのだろうと胸につかえる言葉だった。

　そして、嬉しそうに対談している芸能人の女性の写真。

　この記事が初めてじゃないのだ。誉は何度も記事になっていて、戦隊ヒーロー好きだけの間だけでなく、確実に世間に認知されブームの波に乗ろうとしている。

　彼女として応援すべきか、それともすっと身を引くべきか、悩みは尽きない。

　同時に、由乃には同じくらい大きな悩みがある。

　誉が夏と呼んでいたあの共演者の女性だ。

　彼女もかなり有名で、水着姿で男性誌の表紙になったりしているのを見かけた。

（子供番組だから、露出は控えめにとかそういうのないの……）

　頭の中でぼんやり考えていても、答えなんて出ない。

　ただ、誉がどんどん遠くへ行くのは確かだ。

　嫌だ嫌だと首を振りながら仕事をしていると、客が現れて花束を頼まれた。

　選ぶ花はよりにもよってシャリンイエローを彷彿とさせる黄色ばかりだ。

（余計な妄想はいいのいいの！）

　会計を済ませると、由乃はがっくりと疲れてしまった。

　花屋のバイトは誉が辞めてから募集中のまま、人も集まらない。

　店長は朝の準備で忙しい時間にはいてくれるが、接客まで気が回らないとあまりこちらの仕事を手伝ってくれない。

　スマホをチラ見する程度は自由に出来るが、夏のＳＮＳや誉の記事を確認する度に落ち込んでいた。

「録画したやつ、今晩見てみよう」

　そう思い、由乃は気持ちを切り替えて店を切り盛りした。

　花は生き生き咲いているのに、自分だけが落ち込んでいるわけにはいかないし、誉だって頑張っているのだ。少しでも自分なりに頑張らないといつか嫌われそうだ。

　由乃はぎゅっと拳を握ってやる気を出すと、エプロンのヒモを結び直した。

　店を閉めてアパートに帰ると、コンビニで買ってきたご飯を温めながらブルーレイディスクをセットする。正直なところ最近では、誉の活躍の確認というよりは、誉と夏の絡みについての確認になっていて、内容なんて頭に入らない。

　誉が出演するこの戦隊ものには、事件が起きて、最後に怪人を倒すという大筋がある。

　誉いわく、大人も楽しめるようなよく作り込まれた話になっているというが、由乃はそれどころじゃない。

　以前ちらりと見せてもらった台本でも、そして今回も、イエローを助けるブルーという構図は守られているのだ。

　夏の小悪魔的なぶりっ子キャラがいつもおっちょこちょいをするのだが、それを誉が助ける。

『お兄ちゃん。ありがと』

『お兄ちゃんはやめろ』

『血は繋がってないけど、もうお兄ちゃんだよ。いつも助けてくれるもん』

　うるうるした瞳で誉を見つめている夏の表情を見た瞬間、由乃はぎりりっと奥歯を噛んだ。

　まるで本当に兄のように慕い、いや、兄以上に想いを寄せているかのようで、子供のように無邪気に楽しめない。

（演技を超えた仲とかよくあるけど）

　うぐぐと拳を握りつつ、この映像を撮影したのはだいぶ前だろう。

　いつかは分からないが、最終回の撮影も近いと聞いている。物語はようやく核心を突き始めたところだった。

　とはいえ、話の内容よりふたりの仲が気になって仕方ないが。

『わたしたち、兄妹じゃないから結婚出来たりして！』

『そういう冗談はよせ』

「どういう展開なのよ。子供番組で！　普通にお・と・も・だ・ち！　でしょ。そもそもイエローは女子過ぎる！」

　由乃は自然とツッコミを入れつつ、画面の中でふたりは血の繋がっていない兄妹だと再確認する展開になっていくのだが、ところどころで兄妹ではないかと疑問が持ち上がる。

　演技上とはいえ夏はひっそりと誉を気にしつつ、でもどこか妹でいることに心地良さを感じている、そんな感じがして仕方ない。ただし、由乃にとっては良い気分ではないが。

　思わず立ち上がり、買い置きしていたポテトチップスを取って、ビールを開けた。

　そのままポテトチップスを食べつつ、ビールを口にすると、虚しい気分に襲われた。

（誉って、もしかしたらこの夏みたいな子がタイプだったりするのかな）

　ポテトチップスを食べていた手が止まる。ビールを煽るが、美味しくない。

　誉との距離が離れてから、こんな風に日曜日はヤケ酒を飲むようになった。

　こんな姿を彼氏の誉に見られたら嫌われてしまうかもしれない。

　しかし、こうなってしまうことは分かっていても、毎週『シャリンジャー』の中の誉を見ないと落ち着かない。そして付属品のようにくっついてくるイエローに嫉妬しても意味がないことは分かっている。

　自分には演技の才能がないどころか美人でもない。芸能界にもテレビの世界にも興味がなく、街頭インタビューすら断って逃げたことがある。

　芸能人と自分を比較せず、もっと純粋に誉のことを見つめるべきなのだ。

　でも、それが出来ない。

『お兄ちゃん』

　画面の中で誉が呼ばれていて、由乃はぼんやり見つめた。

　誉は誇らし気に胸を張っている。

（本当の兄妹じゃないから、余計に燃え上がる恋みたいな設定みたい）

　由乃は深いため息を吐きながら肩を落としたが、アップになった誉を見て胸を髙鳴らせた。

「会いたいな」

　思わず呟くが、その声は誉に届きそうになかった。










「誉、ＳＮＳやらないって言ってたのに」

　それは唐突に訪れた悲劇だった。

　その日休みだった由乃は、特にやることもなかったので、なんとなく開いたＳＮＳで、シャリンジャーの情報を追っていた。

　すると、誉がＳＮＳを始めたという書き込みが目に入った。由乃は何も知らされていない。すでにアカウントは作られており、多数のファンからフォローされていた。

　由乃は気になって誉のＳＮＳの数少ないフォローアカウントを見てみると、そこには『古村夏』の名前があった。

　もちろん、由乃が誉からフォローされることはない。

　きっと仕事用のアカウントだから、由乃のことをフォローするつもりはないだろう。でも、何も知らされずにアカウントが作られたことに、さすがに悲しみが溢れてくる。ＳＮＳは仕事だと言われても、一度始めたらほったらかしには出来ないはずだ。

　するする見ていくと、すでに誉は夏とＳＮＳ上でやり取りしていた。

（数日前、部屋で会ったときには何も言ってなかったよね）

『お兄ちゃん、フォローありがと』

『可愛い妹だから仕方ない』

　役になりきってＳＮＳ上で会話をしているのは分かる。

　分かるが――。

　嫉妬の炎がメラメラと燃えてしまう。

　花屋で一緒に働いていたとき、誉は由乃だけに話しかけてくれた。でも今は古村夏がその代わりになっているように感じる。完全に由乃の立場を乗っとられた気分だ。

　思わず夏のアカウントを追いかけていくと、夏はＳＮＳに慣れているらしく誉とのオフショットをたくさん上げている。

　そのオフショットに映る誉と夏の顔が近くてまるで恋人同士のようだった。ファンの目にも同じように映ったようで、コメント欄には多くの反響があった。

『お兄ちゃんと本当に結婚するの？』

『仲良すぎ』

『甘えん坊だね』

　ぎりぎり――また奥歯を噛んでしまう。

　誉は無頓着だから、この写真の意味なんてきっと考えていないだろう。

　けれど由乃はこの一枚から、夏が誉に少なからず好意を抱いていることを感じた。

　ただの仕事仲間であり、しかも異性であれば、極力誤解を招く写真をアップすることは避けるだろう。けれど夏はあえて見せつけている感じがした。

　イエローお得意の妹キャラを利用して。

『誉さん、無愛想だけど真面目で可愛いんですよ』

　更なる投稿に、由乃は耐えきれずに画面を閉じた。

　無愛想だけど可愛いことなんてとっくのとうに知っている。

　よーく分かっている。由乃しか知らないと思っていた部分だ。

　でも撮影で、夏が誉と長時間一緒にいることによって彼の素の部分が見えるのは仕方のないことだろう。けれど、誉は由乃の彼氏だ。

　夏は共演者に過ぎないはずなのに、世間では彼女の方が誉に近い存在になっている。

　それに、誉が何も投稿しないせいで、夏の好き勝手に話が進んでいる。

　まるでイエローのキャラのままだ。

　誉が黙り込むのだって、ブルーのキャラのまま。

　なにより、彼女である由乃に何の報告もないことが一番つらい。

　気になってもう一度ＳＮＳの画面を見てしまうと、由乃は目を疑った。

『お兄ちゃんとデート』

　という一文と共に夏が誉と一緒にごはんを食べている写真がアップされているのだ。

「嘘でしょ。聞いてない」

『あーん』

　という一文とともに誉が恥ずかしそうに口を開けている。

　くらりと視界が歪んだ。

　こんな甘えた誉は見たことがない。

　戦隊ヒーローの戦士がいちゃついていいのかと思ったが、ファンからは喜びの声があがっている。

『リアルで付き合ってるんですか』

『ほんとの彼氏みたいです』

『テレビで仲良すぎだったもんね』

　由乃は泣きたくなってきた。昨日は誉とセックスだけして、帰ってきた。

　同じようにオシャレなカフェに誉と行きたいのに、誉が嫌そうな顔をすると思って遠慮をしていた。

　共演者だから気を使っているのか、あっさりと夏の言うとおりにしている姿は信じられない。

　でも、はっと由乃は我に返った。

　このオフショットをアップするのは、戦隊ヒーローの役者としてどうなのかと。

　もちろん、ほとんどの人が面白半分で、役柄の延長としてこの投稿を見ている。

　でも誉のファンだって多い。

　由乃のように嫉妬する人がいることだって分かっているはずだ。

『パンケーキ、半分こして食べるね』

　にっこり微笑む夏と誉。

　なにか、不快感すら感じ始めたところで由乃はひとつの答えを導きだしてしまった。

　もちろん、勘に過ぎない。

　ただ、ここまで誉との仲をアピールする必要があるなら、（そもそも、レッドの俳優さんなんてちらりとも触れていないのだっておかしい）答えはひとつだ。

（匂わせってやつ？）

　匂わせとは、最近芸能人の間で多い、ＳＮＳで付き合っていることを匂わせる行為だ。

　こんなあからさまな投稿を匂わせとはファンは思わないだろうから、みんなイエローのキャラによるものだと思っているだろう。

　でも、夏の投稿にはレッドの存在が皆無で誉とふたりきりでいるところばかりをアピールしているなんて、明らかに自分の彼氏だと印象付ける為のような気がする。

　誉が由乃のことを明かしていないなら、なおさらだ。

　夏が勝手に彼女のように振る舞うことは可能だ。それに、もしかしたら誉も夏のことを想っているかも。

　一度そう考え始めると、これから誉のことをどう見ればいいのかわからなくなってきた。

　こんな風にふたりで出かけたことも聞いていなかった。

　そんな時だった、誉からメッセージが届いた。

『今から部屋に来ないか』

　心の底は嬉しくてたまらない。

　でも、夏のことが頭をもたげて素直になれないかもしれない。

　由乃と会う時はセックスばかり。

　外で会うのは控えているし、由乃と誉はカフェなんて行かず、手料理を作って食べることが多かった。

　気持ちが離れてしまったのなら、早くそう言って欲しいのに。

　それでも由乃はやはり誉のことが好きでたまらず、スマホを操作した。

『すぐに行くね。何か食べたいものはある？』

『由乃が得意な料理ならなんでも』

『じゃあ、生姜焼きとか』

『野菜多めで』

『はーい』

　そのやり取りだけでも浮かれてしまっていることに気が付いて、由乃ははっとする。

　彼女どころか、都合よく使われているようにも思える。

　でも、ほっとしてしまう部分もあるのは、誉と夏の写真がどこか作られたもののようにも感じるからだ。

　誉はオシャレなカフェより和定食や家でご飯を食べる方が好きなはずだ。

　夏のことはどうでも良いと気持ちを切り替えて、由乃はすぐにシャツとスカートに着替えて、ボブヘアの髪の毛をワックスで整えた。

　久しぶりにきちんとお化粧をしようと決めて、丁寧に施す。

　いつもはしないネイルもして、少しでも誉の彼女にふさわしいと思われたいと由乃も必死になった。花屋で働くと指先のオシャレなんて出来ないし、朝が早いから化粧する暇もない。自然と誉の前ではノーメイクが多くなっていたし、これからはもう少し女子として頑張ったほうがいいかもしれない。

　準備が整うと、誉から連絡が来る。

『遅いけど、なんかあったか？』

『ううん。今から行くね』

　由乃は努めてメッセージにハートを交ぜた。

　いつもは文字ばかりでスタンプも少なく、絵文字で彩りを添えることもないから色気もないと気が付いたのだ。

　誉が気付くかどうかは別として、少しでも女の子らしく。

　小ぶりのショルダーバッグを掛けると、由乃は誉のアパートに向かった。
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　合鍵で部屋に入ると、誉はジーンズにシャツ姿でのんびりベッドの上にくつろいでいた。

　よく見る姿だ。この姿を見ると、やはり夏がＳＮＳに載せていた誉は作られているもののように思える。

　買って来た食材を適当に置いていると、誉は熱心に台本を読んでいて顔を上げる様子もない。今回の役に必死に打ち込んでいる証拠だ。夏には甘えた表情を見せているくせに、とつい思ってしまう。

　由乃の不安も知らずに、自分のことに没頭してしまうのは仕方のないことだろう。

　少しでも子供たちの理想のヒーローに近づく為に、身体づくりだって毎日している。由乃もそれが分かるから、積極的に身体にいいものを取り入れるようなメニューを作っていた。

　冷蔵庫に食材を詰めながら由乃は気になっていたことを口にした。

「誉、ＳＮＳ始めた？」

「ああ、夏とマネージャーに言われて」

「私には何も言ってくれなかったじゃない」

　由乃は思わず言葉が強くなる。すると、誉がおいでと手招きしてくる。

　買ってきた食材をざっと全部入れ、ベッドで横になっている誉のところに行くとそのまま腕を引かれた。

　ころんと横になると、ぎゅっと抱きしめられる。

「仕事で作っただけだよ」

「でも、あの夏って人と」

「嫉妬してる？　可愛いところあるね」

　するすると手が伸びてきて口元を撫でられる。せっかく付けたグロスが指に付くと誉がくすっと笑う。

「化粧してる」

「だって……。誉だってそういう子がいいでしょ？」

「そういう子って？」

「な……つさんみたいな。可愛い子」

「そんなこと言った？」

　口の中に手がするっと入ると、そのまま舌先で舐る形になる。

　自然と淫靡な空気が流れてきて、由乃も甘えた声になってしまう。

　ペロペロと舐めながら誉に甘えてしまうと、どうしてもいつもの雰囲気に飲み込まれてしまう。

　心地良さと安心感に包まれると、やっぱり誉のことが好きなんだと実感してしまう。

　画面越しのブルーではなく、昔から一緒の誉がいい。

　舌先で弄ぶように舐めていると、誉がくすっと笑う。

「積極的」

「だ……だって……ふ……んむ」

「夏のせい？」

「言わない」

「いいよ。言わないでも分かるから」

　そう言われて、胸がとくんと鳴ってしまう。

　由乃の嘘は誉にすぐバレてしまうが、誉は由乃に嘘を吐いたことがなかった。

　あのＳＮＳでの投稿が夏の一方的なもののような気がしているのは、由乃と誉との関係の方が深いせいだろう。そう考えると、誉と夏の関係は、どこか薄っぺらいように思える。

　でも、そう感じても安心出来ないのは、誉が夏のような子が好きかもしれないとどこかで思ってしまうからだ。

　指先が涎に塗れると、頭が蕩けていき自然と蜜が溢れだす。

「由乃、嫉妬するタイプだったんだ」

「ごめん」

「謝ることないけど、新鮮」

　くるんと振り向かされて口を塞がれると、すぐに舌先が突き入れられる。

「ん……ふぁ……」

　舌を丁寧に舐られて一気に蕩けていくと、由乃も積極的に舌先を絡ませる。

　不定期に会っているものの、途切れることなく求められる身体はすぐに熱を帯びてきて、じんじんと下腹部が焦れてきた。

　舌を絡められているとすぐに頭の中が蕩けてきて、誉のことしか考えられなくなる。

　唾液に塗れてしまうほどになると、指先がするすると伸びてきてシャツを脱がし始める。

　ボタンを丁寧にひとつひとつ取られると、下着が露わになる。

　今日はピンク色のレースのものを選んできた。いつもより可愛いものがいいと、気を遣ってきたつもりだ。

「お気に入りのやつだっけ？　この下着」

「誉は嫌い？」

「嫌いというか、脱がしやすいやつだよな」

（そういうところしか見てないんだから）

　フロントホックを取られると、胸が露わになる。

　そのまま膨らみを揉まれると、先端を摘ままれて扱きあげられて由乃は甘い声をあげる。

「ふあぁっ……ああぁっ」

「どんな感じ？」

「い、言いたくないっ」

「教えたくない？」

「……き、気持ちいい……っ」

「どんな風に？」

「そんなこと今まで……っ……あっぁあ」

　先端を摘まみ上げられて由乃は慌てた。

　答えないとずっと摘ままれて、焦れた快感を与えられる。

　かといって言葉で表すのは難しいし、恥ずかしい。

　蜜はじゅわじゅわと溢れだして、下着を汚していていつも以上に身体は応じている。

　恥ずかしいから余計なんだろう。

　頬を染めながら由乃はそっと言った。

「く、くすぐったい」

「それだけ？　もう少し教えてよ。俺だけに」

「そんな……むりっ」

「もっと何か感じて言葉にして欲しいな」

　その途端に耳朶を甘噛みされて、由乃は息が詰まるほど驚いた。

　そのまま耳を丁寧に舐められて淫靡に喘ぎ始めてしまう。

「はぁ……はぁ……」

「俺の為にオシャレしてくれたんでしょ？」

「そう……だけど……耳、やぁ……」

「嫉妬もして？」

　耳朶では激しい水音がして舌先が耳の中を蹂躙しているのが分かる。

　それと一緒に膨らみをやわやわと揉まれているので、身を捩って逃げるようにする。

　けれど、誉の身体に覆われているせいで意味はない。

　そのままベッドに寝かされて腹にキスされつつ、スカートを捲りあげられた。

　ぐっしょりと濡れた下着を指先で確認されると、そのまま指先が往復する。

「あっあぁあ」

「まだ少し触れているだけだよ」

「でも……」

「また感想が言いたくなってるとか」

　首を振って否定すると、するすると下着を脱がされて、秘丘が丸見えになる。

　足を大きく開脚させられるとそのまま蜜壺に指が突き入れられた。

「あっ……んあぁ……あっ！」

「膣なかがトロトロ。絡んでくる」

「ほま……れ……んっぁ」

　潤んだ瞳で見つめると、由乃は誉のことを見つめた。

　意地悪そうな眼差しが自分を見つめている。

　その瞳が自分だけのものかと思うとたまらないが、どうしても夏のことが頭によぎってしまう。それに、誉だって夏に対して以前とは違う想いを抱き始めているとしたら？

　余計なことを考えると、余計に熱がこもって腰が揺れた。

　めちゃくちゃに掻き混ぜられていると、激しい水音が部屋中に響いた。

「あっああぁ！」

　指が増やされて三本になると、一気に圧迫感が増すのに蜜が溢れているせいで滑らかに動いている。

　ぐちゅぐちゅと音を立てながら内壁を擦られたり往復したりしていると、由乃は恍惚とした笑みを浮かべてしまう。

　それでなくとも、いまにも果てそうで腹の奥がジンジンと切ない。

「由乃、今日は可愛いな」

「な、なんで」

「化粧してるせいかな？」

「だめ？」

「いいけど。でも、素顔だと得した気分になるのにな」

「私の素顔なんて、どうでもいいでしょ」

「そんなことないけど？」

　由乃は思わず顔を隠した。

　けれど、すぐに指で内壁を擦り上げられて喘いでしまい、秘部を隠そうとしていた由乃の手が払いのけられる。

「もう……やぁ……」

　由乃が根負けしておねだりすると、誉がスラックスをくつろげる。

　避妊具を装着して、蜜口にあてがうとそのままゆっくりと割り入ってきた。

「うぁ……」

　蕩けた頭でも、熱が最奥を目指している感覚だけははっきりと感じた。

　ゆっくりと貫かれると、奥に到達した途端に身体が支配されたような感覚になる。

　同時に誉とひとつになれた証拠だ。

「ほまれ……もう……イキそう」

「まだこれからだろ？」

　微笑まれながら、奥を突かれて腰が揺れる。

　子宮が揺さぶられる感覚に苛まれながら、隘路がきゅっとしまり猛りを咥え込む。

　すると誉も切なそうに喘いだ。

　由乃の手をぎゅっと握ると、そのままゆっくりと抜き差しが始まる。

「あっあっ！」

　たわわな胸が揺れる度に腹の奥がじんじんと切なく揺さぶられる。
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　もどかしい思いからは解放されるが、同時にダイレクトに感じる快感に耐えきれずに身体中が快楽に苛まれた。

　肌がひりひりするような感じで誉の体温を感じただけでも、身体が慄く。

「由乃、今日のグロス。全部舐めちゃったな」

「うん」

「また付けてよ。もう少し濃い色」

「似合う？」

　甘えて言うと、誉はずんといきなり突きあげてきて由乃を困らせる。

　息が詰まるような感覚に頭をくらくらさせながら、由乃は腰を揺らめかせた。

　勝手に自ら求めるように揺れてしまい、はあはあと喘いでしまう。

「由乃は夏より可愛い」

「信じていい？」

「当たり前だろ」

　とろんとした目で見つめながら、誉の言葉を受け止めた。

　誉は今まで嘘を吐いたことがないし、女性にだらしない人でもない。

　そのまま見つめあいながら最奥をずんずんと貫かれていると、内壁を擦られ続けて由乃も一気に頂きまで昇りつめてしまう。

　猛りも膨張し、由乃の腹の中でいまにも爆ぜそうだった。

「ゆのっ」

「ほまれっ」

　互いに求めるように名前を呼び合うと、その刹那、腹の中で白濁が飛散した。

　ぐったりと倒れ込んできた誉を抱きとめると、由乃は荒い息をする彼の背をそっと撫でる。

　体温を感じて、いまだ繋がっている状態がもどかしく切ない。

　腹の奥でそれはまだひくついていて、いまにもまたせり上がりそうだ。

　誉の頭を撫でていると、そのまま胸にぐりぐりと頭を押し当ててきて感触を楽しみだした。

「ほ、ほまれっ」

「もっとしようか」

「でも」

「一度で終わったことがあるか？」

　すっと引き抜かれてから、使用済みの避妊具をぽいっと捨てると誉はベッドサイドから手慣れた手つきで新しいものを取り出す。

　そしてすぐに装着してしまうと、そのまま座った状態で後ろから抱きしめるような恰好になる。

　背中に誉の体温を感じながら、耳朶に誉の吐息を感じて緊張してしまう。

　無理な態勢で強引に猛りが、また侵入してきた。

「んっ……あぁあ」

　果てたばかりの由乃の身体がまた鋭敏に反応し始める。

「すごい締まる」

「だって、さっき」

　胸を鷲掴みにされながら、後ろから誉が楽しむように由乃の頬に自分の頬を摺り寄せる。

　腰を掴まれて、一気に最奥まで貫かれたのを強引に抜き差しされて由乃の頭はトロトロに蕩けていくばかりだ。

　たわわな胸が揺れて、楽しそうに誉は後ろから揉んでいる。

「柔らかい。由乃って」

「それは……あっぁああ」

「全然足りない」

「あっあうぁ……ま。またぁ……」

（誉って、一晩中エッチできるんだもん。身体、毎回持たない！）

　楽し気にしている誉とは逆に、身体を走り抜ける快楽に翻弄される由乃は気が遠くなるような想いで誉を受け入れていた。

　アブノーマルなプレイはしないが、誉は絶倫と言っていいほど性欲旺盛。

　誉は淡泊そうな顔をしているくせに、由乃の身体を隅々まで知り尽くしている。

「あっあっ！　またぁ……またぁあ！」

　由乃は身体を震わせながら頭を真っ白にさせて、誉の膝の上で果ててしまう。

　ベッドに倒れ込んでぐったりとした由乃を抱きしめながら、誉は耳元で囁いた。

「足りない。由乃」

「……もう」

　由乃はこのときの誉のおねだりがたまらずに、どうしても身体が悲鳴をあげるまで付き合ってしまう。求められているし、誉を満足させたいからだ。

　自分だけが特別だと思えるひとときでもある。

（私だけ。思い上がってもいいんだよね）

　由乃は果ててふわふわした頭でそんなことを考えていた。

　けれど、心のどこかで誉が離れていくかもしれないからこんな想いを抱くのだと感じている。

　今までには抱かなかった、誉への独占欲は苦しく切ないものだった。










　バイトの昼休みにお昼を食べるために店を出ると、駅前は人でにぎわっていた。

　老若男女問わず、昼時のせいか人がごった返している。

　何を食べようかと考えながら歩いていると、向かいから男の子が大きな声でしゃべりながら歩いてくる。

「シャリンブルーになりたい！」

「そうね」

　母親がたしなめているその光景が微笑ましい。

　誉は確実に有名になっていると実感するし、子供にとってのヒーローなのだと改めて思わされる。

　もちろん、全体的な人気はレッドがかっさらっているのだが、女性からの人気はブルーを演じる誉が圧倒的に高かった。

　子供からすれば、主人公のレッドに自然と目がいくだろうが、女性はカッコ良く画面に映る誉に目がいくようだ。

　とはいえ、子供が全員レッドが好きなわけではない。

「どうしたらシャリンブルーみたいになれるの？」

「良い子にしたらね？　ご飯ちゃんと食べて、おもちゃ片付けたら」

「ほんとに？」

「そう」

　淡々とした母親の言葉を、子供は食い入るように見つめて訊いている。

　由乃は思わずついていって話を聞いてしまいたくなる。

　誉は自分の彼氏ですぐにでも会える距離にいますよ、そんなことを口走りそうだ。

　微笑ましくその光景を見つめていると、その子供が衝撃的な言葉を放った。

「イエローみたいなお嫁さん欲しいな」

（な、なんですって！）

「ねえ、どうしたらいいの？　どこにいるの？」

「知らないわよ」

　母親も苦笑している。

　由乃は思わず足を止めてしまった。

　夏の存在は子供にとって『お嫁さん』を想像させるような存在なのだろうか。そもそも、夏のキャラクター設定から言っても、妹キャラなのに子供はお嫁さんという印象を抱くのかと驚いた。単純にお嫁さんにしたいほど可愛いという意味だろうか。

　その子のお母さんもくすくす笑いながら、手を引いていた。

「イエローはブルーと結婚しないんじゃない？」

「するよ！」

「だって、お話の中でそういうこと言わないし。そもそもふたりは仲間だし」

「するって！」

「そう。そうだといいね」

（最近の子供ってそういうこと考えてるの……）

　新鮮だと思いつつ、可愛いことを言っていると微笑んでしまう。

　しかし夏が世間的に認められてしまったら、誉の気持ちがぐらつかないか。

　そんな心配がどうしてもある。

　しかも、由乃が誉と会える時間は減る一方なのに、夏は誉と好きな時間に会ってデートまがいのことをしているのだ。

　そそくさと逃げるように駅を後にして適当にカフェに入ると、由乃は思わずスマホを開いた。

　あれ以来、夏のＳＮＳを追っている。

　番組の告知、プライベートなことなどファンに向けての内容が多いが、その中でも誉とのツーショットが多いのだ。

　今日はどんな画像だと思って見てみれば、誉とふたりでひとつの台本を見つめている。

（なんでそうなるの！）

『誉さんに邪魔だって言われました』

（ええ、邪魔ですよ）

『でも、一緒でもいいそうです。やさしい』

　そんなバカなと思いつつも、写真の中のふたりは肩を寄り添って台本を見ている。

　夏と誉、いや、関係者しか持っていない台本だから由乃だって盗み見るのが精一杯だ。

　誉は台本を読んでいるとき、由乃を置いて自分の世界に閉じこもってしまう。

　だから余計にこの写真は頭にきてしまう。

　ふたりが役者として『シャリンジャー』に関わっているから出来ることだ。

　共通の秘密に近いようなもの。

　俳優をしている誉も尊敬するけど、由乃は人間としての誉が好きなのだ。

　でも、この写真も何かおかしい。

（誉って夏さんの言われるままなんだな）

　うーんと首を捻ると、新たな投稿が現れる。






　おにいちゃん。

　つよくてやさしくて

　かっこいい

　れんらくしても返事が早くて

　ほんとうにすてき

　まじで

　れんこんです。






（れんこんです？）

　その言葉を見ても、一瞬意味が分からなかった。

　感謝の言葉にも思える。でも、なぜ最後の言葉が『れんこんです』なのだろう。

　首を捻って考えていると、頼んでいたホットドッグが届いて頬張った。

　コーヒーを飲んで投稿をスクロールしていくと、ファンが早速反応していた。

『誉さんのこと好きなんですか？』

　その言葉に由乃は頭を殴られたような衝撃を受ける。

　なぜそうなるのかと、しばらく様子を見ていると種明かしされた。

『文章の頭を繋ぐと、おつかれほまれって書いてありますよ！　バレバレ』

　その言葉を見た瞬間、ずーんと頭に重りがのった気分になった。

　今まで匂わせは単なる疑いだったが、いよいよ確信へと変わる。

　こんなことをする理由はただひとつ。

　誉のことが好きだからしているわけだ。

　問題は誉が夏をどう思っているかだけど、以前会ったときはなんとも思っていないようだった。ただ、四六時中いれば気分だって変わるかもしれない。

　それに、こんな風にアピールされたら、本命の彼女がいると言い出しにくくなるかも。

　そんな事態になったらもうおしまいだ。

　由乃もコメントしてみようかと思うが、いかにも特撮ファンとおぼしき人たちがコメントしていて、とても書き込める勇気は出ない。

　すると、夏が返信を書き込んだ。

『バレちゃった！』

（バレるの分かって書いたでしょっ！）

　こめかみをひくつかせながら、由乃はコーヒーを飲んだ。

　そもそも、こんなことをしていいのだろうか。

　戦隊ヒーローを演じる際に、誉がかなり厳しく事務所から行動に注意するよう言われていたのを思いだす。

　だから由乃だってデートを諦めて、部屋にひっこんでセックスばかりしているのに、夏はこんなことをして怒られないのだろうか。それにイエローのイメージだって崩れてしまいかねない。

（とはいえ、イエローってぶりっ子キャラだもんね）

　悲しいことに、画面の中のイエローと夏は大差ないように思えてきて、夏の行動を黙って見ている以外に方法はなかった。

　それに、彼女です！　と突如コメントしてもいたずらだと思われるだろうし、低い確率だが万が一特定でもされれば誉に迷惑がかかる。

　どうしたらいいのかと考えるものの、何も名案は浮かばない。

　結局ご飯を食べ終えて花屋に戻るが、誉からの連絡もなく、夏の投稿のことだけが頭に残ることになった。

　自宅に帰っても誉からメッセージが来ることはなく、その日はスマホを握りしめながら、眠れない夜を過ごした。夏のせいだ。

　あんな投稿を見たばっかりに、悪い妄想が止まらず寝付けなかった。

（まさか、夏さんと一晩一緒とか）

　そんなわけはないと思いつつ、誉からの連絡でスマホが鳴ることはなかった。






　その日から一週間。

　誉からの連絡がぱたりと途絶えた。

　誉のＳＮＳの更新がない代わりに夏の投稿を確認すると、そこには誉がいる。

　撮影していて忙しいのは分かるが、夏の言葉で書かれているのでいまいちわかりにくい。

　しかも、肝心なことはぼかされていてどうして連絡がないのかは、この投稿からは分からない。

　夏がＳＮＳに投稿した写真の中の誉はにこりと笑っている。

　その日投稿された写真には一緒にお弁当を食べている様子が写っていて、本当に仲良しという雰囲気だった。

（私のこと忘れちゃったとか）

　そんなことないと言い聞かせてみるが、夏のＳＮＳを見ていると不安ばかりだ。

　そして、また意味深な投稿が更新された。

『好きな色はブルー』

　さすがに特撮ファンもざわついて、「誉のことが好きなのか」と夏のその投稿に大量のコメントが寄せられた。

　でも、夏はそれらのコメントに何も答えずにスルーしていて、由乃はずるいと思った。

　完全に夏の思うままに周りが振り回されている。

　由乃の心も乱されて、このまま誉が夏に取られたらどうしようと不安は膨らむばかりだ。

　しかも相変わらず、誉から連絡はなく、十日が経とうとしていた。
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　寒い朝、窓を見ればどんよりとした曇り空で気持ちも落ち込み目が覚めた。なんとなくスマホを開きニュースをチェックする。ニュースといっても、ゴシップ記事が多いし流し見する程度だ。

　ただしその日は違った。もう冬になり朝起きるのも辛くなっている。

　ネットニュースに『誉』の文字があるのだ。

　なんでだろうと見てみれば、誉と夏の夜の密会デートを週刊誌が捉えたとある。

（うそ……）

　とうとうこんな日が来たと思いつつ、まだ誉のことを信じていたかった。

　誉は長年下積み時代を経験しており、浮ついた気持ちで今の特撮ヒーローを演じているわけじゃない。それなのに、どうしてこんなことになったのだろう。

　記事を読んでいくと、夏と親密そうに焼肉店に入って行くとある。そして夏の部屋にふたりで消えたとあるのだ。

（うそ。部屋？）

　あんなに由乃には厳しく言っていたのに、あっさり夏の部屋に行くのが信じられない。

　それに、たとえ大勢で食事をしていようと、結局部屋に行ったなら、友達だと証言したところで疑われるのは分かっているだろう。それなのに、どうしてふらふらと一緒にいたのだろう。

　誉はその点で疎くないし、用心深い方だと思っていたのに。

　もしかして、そんな危険を冒してしまえるくらいに夏のことが好きなの？

　自然と涙が溢れた。

　由乃はただ、誉の都合のいいときに呼び出されて一晩中セックスの相手をするだけだ。

　身体の相性が良かっただけで、それ以上の関係じゃなかったのだろう。

　それに、本当に好きなのだったら由乃のことを世間に公表してくれてもよかったじゃないかと思う。

　そもそも、夏なんて気にしていないという感じだったはずなのに。嘘だったのだろうか。

　由乃は頬を伝う涙を、そっとティッシュで拭った。

　誉に訊く勇気はないし、きっとこのニュースのことで大変だろう。

　誉のことについて、気持ちの整理をつけておかないといけないかもしれない。

　バイトへ行くためぼんやりしながら着替えの支度をするが、なかなか着ていく服が決まらない。

　シャツを選んでジーンズを履くだけなのに、また涙が溢れた。

（誉、変わっちゃったよ）

　涙をまた零しながら由乃はその場にへたりこんだ。

　なんとか着替えを済ませて髪の毛は適当に梳かしアパートを出ようとすると、スマホが鳴った。誰だろうと見れば、誉からのメッセージだ。

『事情を説明したい』

　その言葉を信じていいのかわからない。由乃には余裕がなくさっさと店に向かい返事はしなかった。










　誉と夏のスキャンダルから一週間、テレビでは大して取り上げられなかったが、ネットでは大騒ぎとなりいまだに憶測が飛び交っている。そんな状態だが、もともとのファン層がクリーンかつ寛大である為、ひどい誹謗中傷などはない。

　イエローの夏ならしょうがない、そもそも誉のことを狙っていたようだから、いいんじゃないか。そんな言葉が飛び交うくらいだった。

　ただ、誉サイドは穏やかではないようだった。

　事務所も誉も、こんなスキャンダルは起こしたくないのに夏によって余計なイメージを付けられ怒っているとネットにはある。もちろん、本当かは分からない。

　ただ、たしかに誉に男らしいイメージから一転してチャラチャラした男のイメージが付いた気がした。そもそも、部屋に送っただけで済んだのか、なんて下世話な話題がテレビでは流れていたし。

　仕事中なのにぼんやりとしてしまう。客も来ず、余計に色々なことを考えてしまう。

　店の前を素通りする人が多く、由乃は仕事面でも自信をなくしてしまいそうだった。

　ぼんやりスマホを取り出して見つめれば、誉からメッセージが届いている。

　あの日以来、誉からの連絡は毎日あるがすべて無視をしていた。

　どんな弁解をされたとしても、由乃以外の女性とふたりきりでいたことに変わりはないのだ。

　ましてや相手は夏だ。

　由乃が彼女を好んでいないことだって誉は分かっていたのに、ごはんを食べて家まで送るなんて下心が見え隠れしている。誉がそういう人だったなんて思わなかった。

　そうは思いつつ、スマホをそっと見ると、誉からのメッセージが画面に映っていた。

『ごめん。会いたい』

（そんなこと言われても）

　ずきんと胸が痛んだが、誉が夏と距離を置かないのが悪いのだ。

　いくら共演者といえど、他の俳優を交えることだって出来たはずなのに、不用意に夏に言われるまま行動していたとしか思えない。

　するとまたスマホが振動して、誉からのメッセージを確認する。

『何度も言うが、俺が好きなのは由乃だ。変わらない』

『スクープされるなんて思わなかった』

　由乃は改めて誉から好きだと言われて、疑っていた気持ちがほんの少し晴れた気がした。きちんと気持ちを伝えてくれていれば誤解は起きないはずなのに、誉はいつも言葉足らずだ。

　それは今に始まったわけじゃないが、シャリンブルーを演じることになって、余裕がないのか最近は余計に言葉足らずだった気がする。

　誉も迂闊なことをしたものだと思いつつ、可哀そうにも思えてそっとスマホを手にした。

　ゴシップ記事、スクープ記事の自衛や対応に関しては、誉は素人同然だ。

　夏は慣れているだろうが、誉はつい最近まで花屋の店員だったのだから。

　やっぱり由乃は誉のことをずっと彼の彼女としてきちんと応援していたいと思った。必死なメッセージを見て、自分の中で誉への想いが断ち切られていないことを実感した。

『一緒にご飯食べて部屋に送るなんて、どういうつもりなの』

『ごめん。ひとりじゃ帰れないって言うから。お酒飲んでさ』

（夏、そういうことやりそう……）

　夏についてはＳＮＳ越しでしか人物像が浮かんでこない。

　ただ、強かな面はＳＮＳ越しでも見え隠れしていたし、誉が好きだとアピールしていたことも気の強い性格だということがうかがえる。

　なにより自分が一番傍にいて誉から好かれているのだという自負を夏の投稿から感じた。

　もちろん、由乃の存在なんて知らないからあんなことが出来るのだろうが、きっと夏のようなタイプは由乃がいようがいまいが、自分の為に同じことをするだろう。

　誉のことなんて考えずに。

『じゃあ、本当になんにもないの？』

『ないよ。夏は性格悪いし』

　由乃は思わず噴き出した。

　誉は夏を見抜いていたのかと思ったものの、分かっていながら付き合わされていたなんてちょっと可哀そうだと思った。

　共演者だから一生懸命気分を害さないようにしていたのかもしれない。

　由乃の中でそれだけで誤解が解けた気がした。

　もちろん詳しく話は訊くつもりだが。

『仕事が終わったら会える？』

『今日はちゃんとデートしよう』

『そんなこと出来ないでしょ？』

『彼女だし、関係ないだろ』

　言われて、由乃はスタンプで返事をしてごまかした。

　外で誉と会うなんてかなり久しぶりだ。

　誉からホテルの地図が送られてくると、由乃はまたＯＫスタンプを送った。

「すみませーん」

　客に呼ばれて慌ててスマホをポケットに仕舞って向かうと、女性が考え込んだ様子で花を見ていた。

　どれがいいかと迷っているようで、由乃はにこりと微笑んだ。

「お好きな色で選んでもいいかと」

「そうね。じゃあ、ピンクにしようかしら」

「はい！」

　そう言って、由乃が手ごろな花を選んだ。

「これなんてどうでしょうか」

「可愛い。じゃあ、それにしてください」

　由乃は頷くと、取り出したピンクの花たちを持ってカウンターに引っ込みすぐに根本を輪ゴムで巻いた。

　包装紙で包みながら、ジェルで根本が乾かないようにすると、周りを紙でカバーする。

　可愛いピンクばかりの花束はとても女性らしくて素敵だ。

　手渡すと女性は嬉しそうに微笑んだ。

　接客を終えると由乃にいつもの調子が戻ってきた。こんな風に当たり前に仕事をしながら、誉のことを待っていたい。

　それだけのことなのに、どうしてうまくいかないのかと気が落ちるが、由乃は努めて笑顔をつくり、花の手入れをし始めた。










「ここのホテルかな。家に一旦帰って良かった」

　有名なシティホテルの前で由乃は独り言をつぶやいてしまう。

　以前のように入念に化粧は出来なかったが、フレアスカートにニットを着て、買ったばかりのピンクベージュのノーカラーコートを羽織り、首元には華奢なネックレスをしていつもよりオシャレをしてきた。

　貰った地図にあった場所がこの有名なシティホテルだと分かり、バイトを切り上げるなり、すぐに帰って出来る範囲で着飾ってきたのだ。

　入り口を抜けるとチェックインの手続きをしている客が大勢いた。

　誉はどこだろうとうろうろしていると、肩をぽんと叩かれた。

　振り向けば、サングラスをかけた男性がいる。一瞬たじろぐもののすぐに誉だと分かる。

「誉？」

「そう。さあ、行こう」

「行くって」

「部屋」

「う、うん」

　やっぱりセックスだけなのかと思いつつ、大勢の人がいる中でサングラスをかけて食事をするわけにもいかないだろう。

　ついて行くと、エレベーターに乗るなり誉はサングラスを取った。

　そして胸ポケットに仕舞うとくすくすっと笑う。

「大勢人がいるのに、誰も俺のこと分からないな」

「反省してるの？　写真撮られたばかりじゃない！」

「そうだけど。別に夏とデートしてたわけじゃなくて、単なる打ち上げの帰りを撮られただけだから」

「打ち上げの帰り？」

「そう。俺、最近忙しくしてたろ。これでひとまず撮影は終了なんだ」

　誉の言葉に由乃はぽかんとした。

　あっという間の一年だったし、まだテレビの中じゃ最終回を迎えていないせいで、全く実感が湧かないが、由乃は誉の手をぎゅっと握る。

「おつかれさま。おめでとう」

「ありがと。許してくれた？」

　由乃はうーんと考えた。

　理由は筋が通っているような気もするし、嘘を吐いた様子もない。ただ、悔しいのだ。

　夏とふたりきりで親密そうにしていたのが。

　そもそも、他のメンバーはどうして夏の暴走を止めなかったのだろうか。

　誉のイメージだってあるのに、ほったらかしという感じだ。

「まだちょっと怒ってる」

「分かった。許してもらうまで謝ろうか」

「そうじゃなくて、ちゃんと私のこと見てほしいの」

「見てるよ、今後のことも考えてる」

　すぐに口づけされて吐息が漏れるとそのまま舌を突き入れたい衝動にかられる。

　エレベーターの中でそんなことは出来ないと我慢して押し返そうとすると、そのままぐっと腰を引かれた。

「ふあぁ……」

「こんなところで声だして」

「誉が……」

　とろんとした顔でキスを受け入れると、もう何もかも忘れたくなっていた。

　本当は納得できるまで質問攻めにして本音を突き止める予定だったのだが、出来そうにない。

　結局、さっき言ってくれたことがすべてだと由乃の中ですぐに納得したからだ。

　それに、誉がセックスでごまかすタイプじゃないことは分かっている。

　エレベーターが止まるとぎこちなく身体が離れる。

　腰を持たれて由乃は誉にしなだれかかった。

　久しぶりに感じる体温に心地良さを思い出して思わず頬が緩む。

　部屋に到着するとカードキーですぐに誉が解錠し、由乃たちは部屋に入る。

　高層階のせいか、部屋の窓から夕焼けが綺麗に見えて眼下にはビルがむくむくと生えているのが現代的で素敵だった。

「綺麗」

「ここだったら人目にもつかないし許してもらえるかなって思って」

「許してくれるって誰が」

　由乃は自分たちの関係が二人以外にバレていることに驚いて振り向いた。

「マネージャーが」

「知ってるの？」

「夏のことがあって相談したんだ。彼女がいるけど、夏のあしらいはどうしたらいいかって」

「そうなの」

「あくまで一時的に仲間になるだけだから、深入りしなくていいって説明された。でも周りの仲間も夏の色恋に盛り上がってきてさ。あの日は夏を部屋に強引に送り届けさせられたんだ」

　誉は面倒くさそうに頭を掻いた。

　由乃はすべて納得して、誉に抱き着く。

　引き締まった身体を思い切り感じて、由乃は力を込めた。

「苦しい、由乃」

「もう、戦士なんでしょ？」

「子供の前だけな。ほら、風呂に入ろう」

　ふわりと抱きかかえられて、浴室に連れて行かれる。到着すると下ろされて誉が由乃の着ている服を丁寧に脱がしていく。

　空の湯舟に気が付くと、誉がすぐに湯を張りにいった。

　由乃は半裸で鏡の前で身体を隠しつつ誉を待つ。

　誉がもどり、由乃のスカートのファスナーを下ろすと由乃は身体を震わせた。

　下着も脱がされると誉はそのまま由乃の前に跪く。

「な、なにっ」

「我慢できない」

「だ、だめっ」

　そう言っても無駄だとばかりに秘丘に舌が這いまわる。

　ぺろんと舐められて立っているのが辛くなって洗面台に手をつき、そのまま鏡の前で足を広げる恰好になると、自分の卑猥な顔を見る状況に耐えきれなくなってくる。

　ぴちゃぴちゃと音を立てて舐められて、舌先が蜜壺に入り込んだ。

「ふあんっ！」

「味がする。由乃の味」

「き、きたな……やめ……」

「足が震えてる。感じてる？」

　こくこくと頷くと、秘丘に顔を埋めるようにして舐められて由乃は逃げるように腰を引いた。けれどしっかりと固定されているので舌がさらに奥に侵入してくる。

　そのまま内壁を丁寧に舐められていると蜜がじゅわっと溢れだして誉の口を汚してしまう。

「やぁ……」

「由乃が嫌がることしたいな。だって俺、普段正義の味方だろ」

「だって……それは役でしょ」

「役だろうがなんだろうが、時にはめちゃくちゃ悪人になってみたくなる。だから由乃が嫌がることして、俺を満たして欲しいな」

　クランクアップしたと言ったばかりのくせに、まだ誉の頭の中はシャリンブルーのことでいっぱいみたいだ。それに一年間正義の味方をして、子供からも大人からも好かれるように行動にも言動にも気を付けていた。

　悪いことをしたいという欲求も、分かるのだ。

　誉の心の奥まで射貫くような鋭い目は、シャリンブルーの役を得てから感じるようになった。

　否定できないような、悪者を追い詰める冷たい目。

「ず、ずる……い」

　お仕置きされる、屈服させられる、そんな想いに満たされると蜜がじゅわじゅわと溢れて止まらない。

「狡いよ。あ、蜜が溢れて止まらないね。由乃も悦んでる？」

　ふるふると首を振って否定の気持ちを伝えると、蜜芽を丁寧に舐められる。

「ふああんっ」

「ここが感じるところだろ」

　由乃がもどかしい思いのまま眺めていると、誉は指先を使って蜜芽を圧し潰してくる。

「あっあぁああ」

「このままイクと恥ずかしいだろ」

「そ、それは……」

（もちろんこんなところなんて嫌）

　視線を動かしベッドに移動して欲しいことをアピールするものの、悪人になりたがっている誉に気持ちは届かず、そのまま指先が二本いきなり突き入れられる。

　圧迫感を感じながら喘いでいると、誉が立ち上がり由乃の胸を丁寧に舐めだした。

「あっ……胸も……あそこも……りょ……うほう……」

「少しは恥ずかしそうにして欲しいな」

「もう、十分恥ずかしい……っ」

「酷いとは思ってないだろ？」

　誉の問いに由乃は逡巡した。

　心の奥底では酷いと思うどころか悦んでいる。

　久しぶりに身体を求められているせいか、どこで抱き合っても嬉しいのだ。

　酷いなんて思えない。

　それどころか、普段とは違う場所の方が、誉からより求められている気がしている。

　そんなことを言ったら、もっととんでもないところでされそうで口には出せないが。

　今の誉ならどこでだってしそうだ。

　しかし、正義の味方とは正反対の悪人になりたいという気持ちは分からなくもないし、子供のヒーローでいないといけないのだって楽じゃない。誉なりの重圧を感じていたのだろう。

　膨らみを丁寧に舐められてひんやりして空気に触れる度に小さく喘いだ。

　すると誉は挿入していた指を引き抜いて立ち上がり、その指先で丁寧にピンク色の先端を扱き始める。

「あっああぁ！」

「ぴんと尖ってる。嬉しい？」

　由乃は首をふるふると振った。

　本音は違うが、恥ずかしさで素直になれそうにない。

　そのまま圧し潰されたり、扱かれたりしているとたまらずに由乃は声をあげる。

　腹の奥はじんじんして今にも貫いて欲しいのに、焦らされて蜜を溢れさせるばかりだ。

　そのまま一気に果てそうなほどの快楽に呑まれていると、誉の手がストップした。

「どうする？　続けたい？」

「だ、だって」

「由乃が欲しいならたっぷりする。俺もこのまま我慢したくない」

「誉……私だって我慢……出来るわけな……い」

　そう言った途端に誉に腰を支えられて尻を突き出す恰好にさせられる。洗面台の鏡の前に映った自分のはしたなく乱れた表情を改めて見ると、頬が紅潮し、潤んだ目をして口元を緩ませ物欲しげな顔をしていた。恥ずかしさで顔を思わず逸らすと、誉は見てろと言わんばかりに顎を正面に向けてきた。

「ほら、自分のイクとこ見てないと」

「い、やぁ」

「いやじゃないだろう？」

　誉の誘惑的な言葉を聞いているうちに、蜜口に熱があたり、そのままぬっぷりと入り込んでくる。そのままゆっくりと貫かれると、一気に最奥まで到達して子宮を揺さぶられた。

「はぁあ……あぁあ……っ」

「エロい顔」

　そう言われて思わず目を開き見てしまうと、鏡には虚ろな目でだらしなく口をあけた自分が映っている。

　何も考えられず空中を見つめるだけだ。

「やぁ……」

「そのまま見てて」

　言われて由乃はぼんやり自分の顔を見ていた。

　表情を変えようと思っても力なんて入らない。

　ただだらしない顔をしているだけで、はあはあと息を乱す度に口がぱくぱくと動くばかり。

　こんな顔、誉以外に見せられない。

　そう思うと余計に恥ずかしくなって、隘路がきゅっと締まり誉を受け入れている。

　ゆっくりとした抜き差しを受けながら内壁を擦られ続けると、熱が膨張し始めて奥で暴走しそうになっている。

「あっあぁあ」

「酷いことしてるかな？」

「うん。いつもより征服されてる……感じがする」

「良い感想」

　ずんと最奥を突かれて、立っていられないくらい足が震えだした。

　洗面台にもたれてふるふると足を震わせながら必死に堪えていると、そのまま奥をガンガンと突かれて由乃は大きくのけぞる。

「あっあぁあ！」

「全部丸見えだ」

「やぁあ……やぁああ！」

　由乃が嫌がった途端に、熱が腹の奥でまた大きくなって圧迫し始める。

　内壁を擦りあげながら由乃を快楽の頂きへといざなうと、抜き差しが一気に速くなっていく。誉も息を切らせながら腰を使い、思い切り打ち付けるので肌と肌のぶつかる音が洗面所に響いた。

　パンパンと卑猥な音が響き渡る中、由乃の淫靡な声も同時に聞こえる。

「あっああ！」

　奥が熱で満たされて、もはや耐えきれないと由乃はいやいやと首を振るばかりになっていた。その刹那、腹の奥で熱が思い切り破裂する。

「ふああんっ」

　由乃はたわわな胸を揺さぶりながら受けると、がっくりと洗面台に身を預けた。

　誉は息を切らせながら猛りを引き抜いて由乃を抱きかかえる。

「まだまだ」

「ほ、ほまれ。休ませて」

「湯が溜まったよ」

　横抱きにされて湯舟に入れられると、由乃は汗でぐっしょりの身体を気にする余裕もなく、誉の上に跨る。

　すでに元気にそそり立つそこに腰を落とすと、またじわりと押し広げられる感覚とともに一気に貫かれて由乃は一気に蕩けた。

「これは拷問かな」

「ほんと……のぼせちゃう」

「でも、由乃は嬉しそうだ」

　そのまま腰を激しく使われて由乃はまた一気に頂きに昇り始めてしまう。

（意識……もたな……）

　近頃誉と夏のことで疲れがたまっていたせいか、その日は身体がもたずに風呂の中で果てると、同時に意識を手放してしまった。

　誉は由乃に対してすべて打ちあけてくれる、裏表のない人だ。

　でも、こんな素敵なホテルに来てもすることはセックスだけ。

　夏とはカフェに行ったりしているのに、由乃に対しては身体の相性の確認をするかのように何度も何度も貫くことに意味を感じているような気がする。

　本当にそれでいいのだろうか。

　由乃は夢の中でもそんなことを考えていた。

　誉との関係は本当にこのまま、身体を重ねるだけの関係でいいのだろうか。

　それは他人から見たらセフレとも思われかねないだろう。

　でも、由乃には誉から愛されている実感があった。

　ただ、夏のように普通のデートがしたいだけ。

　ホテルのベッドで目を覚ました由乃は、身体の軋みを感じながら心配そうに見つめてくる誉を見つめた。

「わるい」

「ううん」

「少し休もうか」

「でも、足りないんじゃ」

　由乃は心配になって訊いてみる。すると誉はくすくすっと笑った。

「俺のことどういう目で見てるんだよ。まだ最上階のバーはやってるからふたりで呑みに行こうか」

「うん！」

　由乃が身体を起こそうとすると誉が抱き起こしてくれた。

　でも誉はサングラスをしているだけだし人が集まる場に行っても大丈夫だろうかと、心配だ。

「サングラスだけで平気？」

　顔を覗き込むと誉は由乃の頭を撫でてきた。

　くすぐったい思いを抱きながら上目で見つめると次はそのまま頬を撫でられる。

　甘ったるい時間に、また続きが始まりそうで由乃はとろんとした眼差しを向けてしまった。

「照明も落ちてて他人の顔なんてよく見えない。大丈夫だ」

「うん」

　由乃はほっとして笑顔を見せるとそのままキスをされてまた蜜がふわりと溢れだす。

　続きがしたくなってしまいそうで慌てて押し返すと、誉が意地悪な笑みを零した。

「そんなに甘えて、ひとりで着替えて行けるか？」

「大丈夫、着替えられるからっ」

　火照りを感じつつ強引に身体を離すと、誉はくすっと笑いながら脱ぎ散らかした服を集めてくれる。

　そして由乃のところに持ってきてくれた。改めて恥ずかしさが増す。

　そろそろと着替えを済ますと、由乃は途端に空腹を覚えた。

「バーで少し食べてもいい？」

　甘えてそう言うと、誉は由乃の頭を撫でてくる。

「ああ。なんでもいい」

　着替え終わったものの、メイクはヨレヨレだし服には皺が寄っていた。こんな恰好で平気だろうかと思うものの、綺麗に整える時間もない。

　誉は準備万端で由乃はバッグを持ってその後に続いた。

　部屋を出ると、誉とともにエレベーターに乗って最上階を目指す。

　いつもふたりきりで部屋にこもってセックスばかりの日々だったので、この状況がすごく新鮮だ。

　誉は黙り込んでいる。エレベーターの中にも僅かに互いを意識した緊張感が漂っていた。

　役を終えても、誉の口数が少ないことは直らないみたいだ。

　ちらりと見れば、恥ずかしそうに咳払いをしている。

（私のこと、意識してくれてるみたい）

　由乃はバッグを持ち直して、そのまま誉を見つめた。

　改めて綺麗な顔をしているなと思う。

「あまり見るな。気が付かれる」

「綺麗な顔だもん。モテるのは仕方ないよね」

「夏のことは俺が悪かった。仕事で頭がいっぱいで、フォローする暇もなかった」

「もういいの」

「これからは気をつける」

　エレベーターのドアが開くと、目の前にバーがあって多くの人でにぎわっていた。

　結局、誉はサングラスを持ってくることなく、普段通りの姿だ。

「大丈夫？」

「照明も落ちてるし、皆周りなんて気にしてないだろう」

　そう言うと、誉は由乃の手に指を絡ませてきた。

　足を進めると静かなバーがあった。そこでは夜景を望みながら、カップルが顔を近づけて談笑していて、大人の雰囲気が漂う空間だ。

　蝋燭や間接照明がぼんやりと光る程度の明るさしかなく、作りの高いバーカウンターと椅子が並び、窓際にはテーブルが設置され、若者が肩を寄せ合っていた。

　ウェイターから案内された窓際の席に座ると、隣同士で肩を寄せる恰好になる。夜景が素晴らしく、しばらく見つめていた。そしてそのまま注文を訊かれる。

「ジントニックと、由乃は何がいい？」

「あまりよくわからないから」

「おまかせして頼むと美味しいから、そうしようか？」

「じゃあ、それで」

「じゃあ、もうひとつはおまかせで」

　慣れたように頼む誉に驚きつつ、由乃は慌てて食べ物が食べたいとサンドウィッチを指差した。

「かしこまりました。すぐにお持ちします」

　静かな店内で由乃は誉をチラ見してから俯いた。

　来たいと言ったものの、改めて来ると恥ずかしくてたまらない。

　セックスは勢いに任せていたが、こういう雰囲気の良い場所に誉とあまり来たことがないので変に意識してしまう。

　花屋のバイトの頃はお金もそんなに持っていなかったから、結果的に互いの部屋を行き来したり、安い店を見つけて昼間に一緒にごはんを食べたりしていた。

　落ち着いた大人な雰囲気の中でお酒を飲むなんて初めてだ。

「誉はこういう場所慣れてる？」

「テレビの関係者の人に連れてきてもらったことがある」

「凄いね」

「そうか？　俺は由乃とふたりきりの空間の方が落ち着く」

　誉は新人だし、気遣いができるタイプでもないから、相当疲れたのだろう。打ち上げを思い出したのかため息を吐いている。由乃は情景を思い浮かべてくすくすと笑う。

「ありがと。だから部屋デートばかりしてたの？」

「それもある。でも、由乃だってたまにはこういうところ来たいだろ？　これからは、ふたりで来ような」

　由乃は頬を染めながら頷いた。

　真っ赤になっているけど、照明は蝋燭や間接照明程度で店内は薄暗いから、きっと誉に気づかれることはないだろう。

　由乃は必要以上に意識しているのに、誉はしれっとしていて余計にクールな面が引き出されているような気がする。

　こんな誉、他の女子に見せたくないと咄嗟に思ってしまった。

　涼やかな目元が由乃だけを見つめている。

「由乃が照れると可愛いな」

「可愛い……かな」

「ああ、長いまつ毛が伏し目がちになって恥ずかしそうにもじもじしてる」

（観察されてる……っ）

　つんつんと足先を突かれて思わず引っ込める。

　いかにも恋人同士だと意識するようなデートは、あまりしたことがないせいでとうとう耳朶まで真っ赤に染まる。セックスをしているときに愛情は沢山もらっているけれど、こうしたじれったい愛情表現をされることには慣れないせいで、恥ずかしくてたまらない。

　手をすっと握られて指を絡ませられる。

「手、小さい」

「そう……かな」

「思ったよりずっと」

「それは、誉が男性だから」

「由乃の手は特別小さい気がする」

　ぎゅっと包まれて、息が止まりそうになった。

　こんなことだって外ではされたことがなく、ただの快楽とはまた違い慣れていなさすぎて思わず振り払いたくなる。

　けれど、そんなことをすれば雰囲気が台無しだ。

（誉ってこんなこともできるんだ）

　はずかしい、頭の中で何度も思いながら、ぎゅうっと手を握られる。

　すると、ウェイターがカクテルを持ってきて誉と由乃の前に置いた。

　さらにサンドウィッチも真ん中に置くと、すぐに去っていった。

「た、たべよ？」

　逃げるように手をほどいてサンドウィッチに手を伸ばした。

　味なんて分からずにただ咀嚼するだけで、そのまま思い切り呑み込む。

　そしてふたつ目に手を付けるものの、同じように味なんてわからない。ただ頬張っているだけで、ときどきマスタードのピリピリする感じが口の中に広がるだけだ。

「俺も食べようかな」

「うん、美味しいよ」

　味なんて分からないのに勧めて、由乃はカクテルに口を付けた。

　爽やかな酸味と甘みが口に広がりこれは味が分かる。でも、今度はその美味しい味のせいでごくごくと思い切り飲んでしまって、またもや余裕がない。

「由乃、一気に飲むと酔うぞ」

「美味しくて」

「緊張してるのか？」

「そういうつもりはないんだけど」

　素直に言えず、またカクテルに口を付ける。

　先程緊張して熱くなった身体がアルコールのせいでさらに熱くなるのがわかる。

　見た目の美しさとは反対にかなりアルコール度数は高いようだ。

　緩和させようとサンドウィッチを頬張ると、誉がくすくすっと笑いだす。

「緊張してるんだな」

「だって。誉とこんなところに来たことないから。私、ちゃんとしてる？」

「ちゃんとしてるよ。それに酔っぱらっても俺がいるから大丈夫」

（優しい。だから夏に付け込まれるんだよ。でも、こういう優しい誉が私は好きなんだよね）

「ごめ……。なんか、あつい」

「空きっ腹にアルコールだったからな」

　誉から頭を撫でられながら、由乃はとろんとした目で彼を見つめた。

　こんな甘い時間、今まであったろうか。

　思い出す限り、由乃に対して誉はどこか気楽な付き合いをしていた。

　女子として見ているのかとか、ときどき疑問に思えばいいのに、自分は彼女だから特別だと由乃も安心していた。

　両者気を許している関係かと感じていたけれど、今日こうやって改めて甘やかされてみると、実は今までお互いにまだまだ距離があったのかもしれないと思った。

　誉が人懐っこく触れてくるのが心地よく、思わず目を閉じてしまう。

「寝てもいいぞ。部屋まで運ぶから」

「やだ、本当に眠くなってきた」

「疲れてるんだな」

　頬を撫でられたり口元をいじられたり、好きにされているのに心地よくて目を閉じてしまう。ほおっとため息を吐くとそのまま顔が近づいてくる。

　触れる程度のキスをされると由乃ははっとして目を開けた。

「気が付いた？」

　目を瞬かせて驚きつつ、『彼女』なのだからと言い聞かせて必死に平静を装う。

「あっ……あの……」

「もう一回キスしてもいい？」

「うん」

　すると頬に触れる程度のキスをされる。
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　他の客の顔も見えないほど薄暗いので、思わず二度目のキスを受け入れていた。

　逃げ出したいほどのくすぐったい空間に、視線を感じて上目で見れば誉から見つめられていて思わず顔を逸らした。

（誉ってこんなに私のこと好きだったの……？）

　気のせいとは言い切れない態度に動転して、カクテルをぐびぐび飲み干すとさすがにくらりとした。

　誉はいつも仕事のことしか頭にないように見えたので由乃からしたら気付かなかったが、どうやら自分のことを存分に愛してくれているようだ。それを感じて誉のことを改めて好きになっていく。

　こうして恋人だということを実感させるように触れてくれたりするのも、新鮮で心地よくて、誉の新たな一面を見させられている気分だ。

「部屋、……戻ろう」

「そうだな」

「もう、今日は寝ない？」

「なんで？」

「もう、充分だよ」

「足りないよ」

（足りない……んだ）

　由乃は恥ずかしさでいっぱいになりつつも、誉の手をそっと握ってみると、彼も握り返してくれた。

　エレベーターに乗り込むと自然と寄り添う形になり、由乃は今までの嫉妬はなんだったのだろうと思い返していた。

　誉が他の女性や、夏に入れ込むことはないだろうと確信する。

　離れていたのに、こんなに愛情を感じるのだから近くにいるからといって夏に心変わりするわけがない。夏が一方的に想いを寄せているのだろうと安心させてくれた。

　誉が意図的にそう仕向けてくれたわけじゃなく、もともと、誉は由乃を溺愛気味だったのに、気がついていなかっただけのようだ。

（最近思い悩んでた時間、無駄だったな）

　ため息を吐くと、誉が心配そうに顔を覗き込んでくる。

「どうかしたか」

「ううん」

「部屋に戻ったら、もう少し触れていいだろ」

「うん」

　由乃は甘ったるい声で誉に答えた。










　＊＊＊










（うわああ）

　日曜日の『シャリンジャー』の放送前に由乃はスマホを見ながら顔を引き攣らせていた。

　誉とは以前より距離が縮まったような気がするが、まだまだ仕事で忙しく気軽に会える時間が取れないことが多かった。

　撮影は終わったものの、今度はキッズ向けのショーが行われるし、映画の挨拶や次のドラマの打ち合わせなど、『シャリンジャー』をきっかけに仕事も決まったから、忙しいことに変わりはない。

　また、撮影は終わったものの放送中の物語自体は佳境に向かっている段階でまだラストを迎えていない。

　そんな時、夏のＳＮＳでの投稿が由乃の心をざわつかせた。

　いや、由乃だけならいいのだが。






『青が一番好き。もっと傍にいたいのに』






　青、なんてごまかしているつもりなのだろうが、どう考えても誉のことだ。

　しかも放送時間を狙っての投稿。

　誉のファンだって見ているのに、大丈夫なのだろうかとその投稿を思わず眺める。正直なところ、この前のホテルデートで誉からの愛情をしっかりと確認したせいか、匂わせ投稿を見ても、なんとも思わなくなっていた。

　ただ、誉が頑張ってブルーの地位を固めているのに、夏は全く考えていないのだなと呆れてしまった。誉の努力は認められていて、次の仕事も決まっている。

　こんなことをしていたらそのうちにファンが怒り出すのではないだろうか。

　そうこうしているうちに夏の投稿にとあるファンが反応した。

『青ってシャリンジャーのブルーですか？』

『子供見てるし、そういうのやめてほしい』

『イエローのキャラってそこまでがっついてない』

　さすがにファンも黙っていないようだ。

　イエローのキャラは妹キャラではあるが、どこか愛らしいのだ。

　お兄ちゃんがいないとダメだと言いつつ強かったり、頑張ったり、それでもやっぱり空回りしたり。

　ましてや作中ではお兄ちゃんのことを本気で好きなんてことは言わないで、自分たちは血のつながりはないが、本物の兄妹のように力強く生きていこう、そんなスタンスだ。

（夏さんのＳＮＳちょっとしか見てないけど、こういうのってどうなの？）

　夏が誉のことを好きなのは分かっているけれど、ここまでする必要はないと思う。

　ただ、二十代前半で若いということもあり、周りが見えてないのかとも思えた。

　とはいえ、芸能人なら周囲の反応を気にして行動するような気もするのだが。

（まさか、私の存在知ってるとか？　でも、誉は言ってないと思うし）

　うーんと考えているうちに、先ほどの投稿にファンからの心配するコメントがたっぷりとついている。

　もちろん、それに対して夏は反応している様子はない。

　そうこうしているうちに『シャリンジャー』が始まり、どこかモヤモヤしたままその日の回を見ることになった。

　物語が佳境に近づくにつれ、敵がどんどん増えたり強くなったりしていく。

　シャリンジャーたちも強くなっているのだが、敵たちもレベルアップしている為厳しい立場に立たされることが多くなっていた。

　最終回が近づいているのでシリアスなシーンばかりになっていて、夏の投稿内容のような甘い場面もなく、レッドもブルーもイエローも戦うことしかしない。だから余計に先ほどの夏の投稿内容が浮いているかんじがした。

　気になってＣＭ中に夏のアカウントを見てみると、先程の投稿が消されていた。

（あ……ない）

　ただ、先ほどの投稿がスクショされて拡散されておりファンの間ではイエローの意味深発言として様々な予測が立てられていた。今後の展開についてのことなのか、それともプライベートのことなのか。テレビでシャリンジャーがシリアス展開になっているせいで、皆余計に気になっているようだ。

　とはいえ、誉の彼女である由乃からすれば、あれは明らかに誉への告白だと分かる。

　きっとこの投稿は物語の内容とは無関係だ。なぜなら、夏からすれば誉との接点はシャリンジャーの仕事で会うことが終わればなくなってしまう。もしかしたら最後のチャンスとばかりに告白したんじゃないかと思える。

　ただ、なんでこんな派手なやり方をするのかは分からないが。

　ぼんやり夏の投稿のコメント欄を見ていると、段々ファンからのきついコメントが届き始めていた。

『イエロー最悪』

『イメージ壊すな』

『そういうのはプライベートでやれ』

　戦隊ヒーローファンからの厳しい言葉を一通り見終えると由乃はＳＮＳを閉じた。

　そして、そっと誉にそのことをメッセージで送る。

『古村夏さんのＳＮＳ見てる？』

『べつに見てないけど』

『夏さん、誉に告白してるよ』

『ふーん。それは大変だな。そんなことしたら事務所に呼び出されるだろ』

『そうなの？』

『イエローのイメージがあるからな。お詫びの投稿が載るかもな』

『そっか』

　由乃はそれを訊いて、余計に夏が短絡的だと思えた。

　戦隊ヒーローは子供向けの番組であり、イメージを壊すなんてことはしてはいけないだろう。それは誉だって厳しく言われていた。

　それを破ってまでＳＮＳで気持ちを伝えたかった理由はなんだろうと、思わず考える。

　誉が女子に人気だから、自分の彼氏だとアピールしたかった？

　嫉妬心を煽って自分の気持ちを満たしたい？

　どれも違う気がした。

　たしかに、理由として成立しそうな気がするのだが、そもそもイエローとして選ばれただけでも充分満たされていると思うのだ。それに加えてグラビアまでこなしている。

　まだ足りないから誉のことを好きだとアピールするのは、何か違う。

　そう思ったときだ。

　ふと、由乃に向けての投稿だったらと思えてきた。

　誉と由乃が付き合っているのをどこかで知って、猛然と嫉妬してあんなツイートをしたのなら？

　由乃は誉の恋人だけど、一般人だ。だからこそ夏にとっては余計に悔しいものだったのかもしれない。

（そうだとしても、やることがすごい……）

　向こうは芸能人だから由乃と直接会うことはないだろうが、もしも顔を合わせたらどんなことを言われるか、想像しただけでぞっとする。

　そんなことを考えているうちに夏の新しい投稿が表示された。

『先ほどの投稿で皆様のお気持ちを不快にさせてしまったこと、本当に申し訳ございません』

　短いが、謝罪文が出されるとまたファンはざわついた。

　結局、あの投稿はなんだったのか、と。

　やはりプライベートなことを投稿していたのかと、余計に勘ぐることになったのだ。

　結局、ＳＮＳで騒ぎが大きくなり始めて、事務所の人間も対応し始めた。

『古村夏はＳＮＳをしばらくお休みさせていただきます』

　お話がラストスパートに向かっている中で不適切だと判断されたのだろう。

　それにしても積極的な子だと思い、由乃はそっとスマホを置いた。

　その日はヒーローショーがあるからと誉から聞かされていたから、終わり次第連絡が来る予定だ。夏と一緒にいることは少し気になるところだが、さすがに何も起きないだろう。

　番組も終わり旅番組が始まった頃、ぼんやりとしていたら、シャリンジャーの公式アカウントの投稿が流れてきた。

『古村夏さんには最後までシャリンイエローのイメージを壊さないように厳重注意を致しました』

　この厳しい文言には、さすがに由乃も驚いた。

　撮影自体は終わっているが、まだ舞台に映画と終わっていないものがあるのだ。

　公式アカウントの投稿内容があまりに厳しかったので、ファンも騒ぐことなく結局静まり返ってしまった。

　その後、彼女のアカウントも消えていた。

　これから誉たちは舞台に映画に忙しくなると聞いている。誉からは会えない時間が増えるだろうし、連絡だって頻繁に出来なくなるかもしれないと聞かされていた。

　そう思うとタイミング的に嫌な感じだ。

（今日は自分からメッセージしよう）

　由乃はそう決めると、早速誉にメッセージを送った。










　会えなくなって二週間以上経っただろうか。

　舞台挨拶をした、ヒーローショーをした、そんなことをＳＮＳで知ったりテレビで知ったりするのだが、本人から連絡がくることはほとんどなかった。

　代わりに誉のＳＮＳに打ち上げの様子や本番前の様子などがアップされる。

　誉が生き生きとしていて嬉しいばかりだ。

　夏との距離も以前ほど近くなく、由乃としてはほっとしている。

　ただ、連絡はほとんどないので寂しい。忙しくしている彼に迷惑をかけたくなくて、メッセージを送れずにいる。

　毎日毎日、喉まで出かけたものを我慢して『お疲れ様』と送る毎日だ。

　でも、そんな日々にもさすがに息が切れてきていた。

　夏とはあれきり何もなくなっているようで安心しているが、それでも役柄の設定である兄妹のような関係ということで傍にいることは相変わらず多い。

　何もないと分かっていても、心配してしまう。

　深く考えるだけ無駄だと思ったが、夏は心機一転して新しいアカウントを作り投稿を始めた。それに目をやると『楽しい毎日』と書かれている。

　その日も、誉がＳＮＳにアップした画像と夏の画像が一緒で胸がきゅっと掴まれる思いだった。

　偶然だろうし、他に写真がなかったのかもしれない。

　それだけなのに結局嫉妬してしまう。

　あれ以来夏のＳＮＳでの投稿はかなり厳しく制限されているから、由乃に向けて匂わせるような投稿なんて出来ないのは分かっている。

　素直に楽しい日々なのだろうし、シャリンジャー関連のラストスパートに向けて感情が昂ぶっているのだろう。

　それは誉も一緒で、ＳＮＳにも慣れてきたのか投稿にも熱が籠るようになっていた。

　だから余計に除け者にされているような気分になる。

（会いに行こうかな）

　そんなことが突然思い浮かんだが、喜ばれるとは思えない。

　誉が部屋にいるとは限らないし、だからといって連絡を入れたとしても必ず確認できるわけではないだろう。そんな状態で勝手に上がり込んで、突然部屋に由乃がひとりポツンといるだけなんて、誉からしたらびっくりするかもしれない。

　でも、もう会えなくなって時間がかなり経つのにほったらかしにされて、さすがに気が滅入っている。

　かなり迷いつつ、誉に会いたい気持ちが勝ってしまう。もしも疲れていそうだったらすぐに帰ればいいだろう。

　気持ちを固めると、由乃はバッグを持って誉の部屋に向かっていた。

　ＳＮＳ上で彼の活躍ぶりを確認して嬉しい気持ちはありつつも、実際に会えないせいで仕事中もぼんやりしていたし、最近は食事もおいしくなかった。

　そもそも、自分はこのまま花屋のバイトを続けていていいのだろうかという疑問だってある。

　いつまでもバイトじゃあ、そのうちに見放されないかという不安だってふつふつ湧いているなかで、連絡が途絶えているのだ。

　自分から会いに行かない限り、もう誉には会えないかもしれない。そんなありえない不安さえ覚える。

　由乃はスカートにシャツの上にコートとで最寄り駅まで歩いていた。シンプルな格好にはなってしまったが、これが精一杯だ。

　実は誉の引っ越しについて悩んだり、物件を見たりしている日々だった。駅へも考えながら歩いていたせいかすぐに着いてしまい、来た電車に乗り込んだ。

　次のドラマが決まり、利便性を考えて都内に引っ越す予定だ。

　一緒に物件を見ようなんて言っていたが、それも全然未定で本当はもうすでにひとりで決めてしまっているんじゃないかと不安になってくる。

　それに、誉のマネージャーが決めてしまっている可能性もあるし、彼女でしかない自分がしゃしゃり出るなんて――という気持ちになってしまう。

　そんなことを考えていたら電車の中で自然と涙が溢れそうで、どっと疲れてしまう。

　近くに住んでいるからあっという間に到着するのに、最寄り駅までの時間すらとても長く感じた。

　突然スマホが振動した。メッセージを見てみると、母親からだった。

『明智誉さんって、付き合ってるっていう彼氏？』

『そうだけど』

『テレビ出てる？』

『う、うん。まあ。黙ってたけど。実は前から付き合ってたの』

『そう。そうなのね』

（反対されるのかな）

　嫌な予感がしつつ、メッセージはぶつりと途切れた。

　一体なんの為のやり取りだと思いつつ、由乃は首を捻る。母親は肝心なことを言い忘れる癖があって、こうしたメッセージのやり取りだけだと要領を得ない。かといって電車の中で電話をする気にもなれない。

　駅に着いて改札を抜け、五分くらい道沿いに歩くと少し古びたアパートが目に入る。

　外階段を上って二階へ行き、誉の住む角部屋の前に到着すると合鍵で開けた。

　誉がいないかと期待したが、その部屋には誰もいない。

　久しぶりに入った部屋は、もはや懐かしささえ覚える。そっとベッドに腰を下ろした。

　くったりしたベッドは長年使われている感じがしたが、引っ越しとともに一新するだろう。

　ベッドだけじゃない。由乃の視界に入るこの部屋のものは全部買い替えられるのだろう。

　そう思うと、寂しくなってきた。

　思わず枕に顔を押し付けると、誉の匂いがする。

　こんな風にしていることがバレたら大変だと慌てて顔をあげた。でも、誉の帰りはいつになるか分からないし、まだ帰ってくる気配もない。

　そのまま毛布に包まり、由乃は目を閉じた。

（帰ってきて私がいたら誉は驚くかな。それとも困るかな）

　そんなことを考えていたら瞼が落ちてきて、ふわふわした毛布の感触を確かめながら枕に頭を乗せると眠ってしまった。










「由乃。由乃？」

　遠くから声が聞こえてくる感じがして目を開けた。

「由乃？　俺のベッドでなんで寝てるんだよ」

「あ……、お帰りなさい」

「来るなら教えろ。もう電車動いてないぞ」

「うん」

　由乃はそれも計算のうちでベッドに包まり眠ったのだ。

　追い返されたら、また会えなくなってしまう。それに、顔を見て帰るなんて余裕はない。

　もじもじしていると、そっと誉に抱き寄せられた。

「悪い。追い返すようなこといって」

「ごめんなさい。突然来て」

「いいんだ。連絡くれれば会いに行ったのに」

「迷惑かと思って」

「そういうこと言うな。忙しくしてるけど、由乃のことは忘れるわけがない」

　ぎゅっと抱きしめられて、由乃は胸を鳴らせた。

　久しぶりに感じる体温が心地よく、思わず頬ずりしてしまうとさらにきつく抱きしめられる。この焦れるような瞬間が気持ちいい。

「明日の朝早いから、先に出てくけどいいか」

「うん。分かってる」

　由乃はそう言ってにこりと微笑むと、顎を掬われて口づけられた。

　そのまま舌先が割り入ってきて丁寧に口内を舐られる。

　舌を絡ませて応じていると、由乃も蕩ける感覚に苛まれて自然と積極的になっていた。

　ツンツンと突かれたり、捏ねられたりしていると自然と頭も蕩けていく。

「ふあぁあ……あぁあ……」

「この感覚久しぶり」

　頭の中に誉の甘い低音が響いてくる。

　懐かしさすら覚えるようで、そのまま首に手を回して甘えてしまう。

　蜜がじゅわっと染み出して、身体も由乃の心に応じるようだった。

「仕事は大丈夫？」

「由乃の反応見たらすぐにしたくなった」

「急にどうしたの？」

「由乃のこと考えてたら、仕事なんて出来ない」

「そう、なの？」

「当たり前だろ。考えないように連絡取らないでいたのに」

「それならそうと教えてくれないと……んっんっ」

　由乃の口内を楽しむように蹂躙するので、由乃は口を開けて応じて次第に涎に塗れていく。口がべちょべちょになるようなキスをしながら、次第に身体が離れていく。

「言えるわけないだろ」

　照れるように言う誉を見つめながら、由乃はうっとりした。

　彼なりに恥ずかしさがあったのかと思うと、言われても言えなくても嬉しい思いに満ちてしまう。それに、由乃と会わない分、仕事に打ち込むと決めていたのは、誉だって苦しい思いをしていたという意味でもある。

　由乃が来なかったら、もしかしたら仕事がひと段落しないと会わないつもりだったかもしれない。いつ終わるか聞いていないし、本当にほったらかしだ。

　由乃のシャツが丁寧に脱がされるとフロントホックのブラを外されてそのまま誉が押し倒してくる。

「ごめん。次はちゃんとしたところで」

「ううん」

　頬を染めていると、先端が摘ままれた。

「あっあぁあ」

　ムニムニと捏ねられていると、そのまま圧し潰される。

　両方の先端を丁寧に弄られると由乃はいやいやと首を振った。

　誉の視線を感じるのも久しぶりだったせいか、いつもより恥ずかしさが増していて媚薬のようになって身体中が熱くなっている。

　蜜がとろとろに溢れだして下着を汚して足をときどきもじもじさせてしまう。

　膨らみを揉まれると、そのままゆっくりと鷲掴みにされた。

「由乃の胸って気持ちいいよな」

「そんなこと、わざわざ言わなくても」

　誉は嬉しそうに目を細めて報告してくる。

「仕事ばかりだと、こういうことは普段考えないようにしてるから、刺激が強い」

「そう……？」

　丁寧に先端を扱いたり膨らみを揉んで感触を楽しんでいるのでその言葉は嘘じゃないだろう。

　由乃は甘い声をあげながら、蕩ける感覚に溺れていく。

　するすると手が伸びて、スカートを脱がされると、下着も剥ぎ取られる。

　あっという間に裸にされると、そのまま秘丘に指が這う。

「ふあっ」

「蜜が溢れだしてる」

「私だって久しぶりだから」

「嬉しいってこと？」

　こくんと由乃は頷いた。

　部屋まできて否定の言葉を言うつもりはない。

　つぷんと指を突き入れられると、由乃は身体をのけぞらせた。

「あっああぁ！」

「奥までたっぷり蜜で溢れてる」

「やぁあ……ゆびぃ……うごいてる……」

「離れてたぶんも満たさないとな」

　内壁を擦りあげていると、身体が戦慄いた。

　指が三本に増やされると腰を引いて逃げるような恰好になるが押さえこまれる。

　指でめちゃくちゃに掻き混ぜられていると、くちゅくちゅと音が部屋中に響き渡った。

　淫猥な音が耳に響いてくる。由乃はふるふると首を振って快楽から逃げようとする。

「あっあぁあ」

「指が蜜でめちゃくちゃだ。待たせて悪かった」

「待たせてなんて……」

（なんか、ちょっとヒーローみたい）

　ぼんやりしつつ、とろんとした目で誉を見つめた。

　目の前で服を脱ぎ捨て鍛えられた上半身を見せつけられて頬が勝手に染まる。

　ほおっとため息を吐いていると、また指が膣内を蹂躙していく。

「ふあぁあ」

　腰を揺らしながら喘いでいると、由乃は次第に何も考えられなくなっていた。

　激しく抜き差しされて頭が真っ白になると身体がひくついて、由乃が蜜壺で指を思い切り咥え込んだ。誉が強引に抜き取ると腹の奥がジンジンと切なくなってもっともっと欲しくなってくる。

　由乃が強請るように誉を見つめると彼がスラックスをくつろげて男根が引き出された。

　避妊具を装着した誉がそっと腰を落とすと入り口に熱いものが当たった。そのまま熱がゆっくりと由乃の身体を貫いてくる。

「あっあああ！」

「狭い。由乃のなかだ」

「う、うん」

　頬を染めながら受け入れていると、一気に最奥まで貫かれて由乃は身体を揺さぶられた。

　身体の奥にずんずんと当たり、由乃は一気に頭を蕩けさせる。

　焦れていた想いから解放されて、ダイレクトに快感が押し寄せてきて由乃のことを困らせる。隘路はきゅっと締まり、猛りを咥えて離さない。

「誉……今日はいきなりごめんなさい」

「謝ることないだろ」

　ずんと思い切り貫かれて、さらにひとつになるような快感を得る。

　けれど、由乃は足りなくて思わず口にしていた。

「たりな……い」

「じゃあ、今日もたっぷりだな」

　子宮を揺さぶるような感覚に由乃は次第に理性をなくして喘いでいた。

　寂しかった思いから解放されて、誉とひとつになっていると思うだけでも心が満たされている。

　身体の奥が切ないほど疼いて、少しの刺激じゃ足りなくなっていた。

「もっと……」

「欲しがりになったのか？」

　そう言われて、奥をずんずんと貫かれると次第に頭の中が蕩けていき、誉とひとつになっていく感じになる。

　最近はずっと孤独を感じていたから余計にその感覚が強い。

　由乃は苦し気に喘ぎながら、誉の首に抱き着いた。

「もう……くるし……」

　由乃の言葉とともに、抽送が速くなっていく。

　誉も切なそうに声をあげながら奥を突きあげていき、由乃の身体はときおり激しく揺さぶられていた。

「誉……すきぃ」

　その刹那、由乃の身体の中に熱が放出される。

　たっぷりと注がれる白濁を薄い膜越しに感じながら、由乃は恍惚の笑みを浮かべていた。

「俺も好きだ」

　誉はぎゅっと抱きしめてくれ、由乃に口づけてくれた。

　猛りが引き抜かれると、パッケージが別のものに変えられてすぐに新しいものが装着される。そそり立つそれは、まだまだという感じだ。

　由乃を四つん這いにすると、蜜口にあてがわれて一気に後ろから突きあげられた。

「あっあぁあ！」

「由乃のなか、ほんとに柔らかい」

　ずんずんと突かれて由乃は蕩けていた。

　一度じゃ絶対に終わらないセックス。いつもは戸惑うことだってあるのだが、この日は違った。何度でも受け止めたいと思ったし、誉との繋がりを密なものにしたいと思える。

　それに、自分だけが誉にこんなに愛されているのだと実感できる瞬間だ。

　戸惑っている暇なんてない。

　もっと素直に好きだとアピールしないと誉との時間が惜しい。

「ほまれ……すき……」

　とろんとした目で振り向いて伝えると、誉が目を細めた。

　切れ長の目が嬉しそうに垂れて由乃を見つめてくる。そしてそっと頬を撫でて愛おしそうに由乃を見つめてきた。

「俺も由乃のことが好きだ。ずっとこうしていたい」

「私、誉の傍にいてもいい？」

「当たり前だろ。由乃以外にそばにいてほしい人なんていないよ」

　その言葉に満たされるように、由乃は目を潤ませた。

　誉は会う度に愛情をしっかりと確認させてくれる。

　突き放されたこともないし、きちんと由乃のことを想っていると伝えてくれることが嬉しい。時間がないだけで、誉の気持ちは会うとよく分かるものだ。

　猛りが激しく抜き差しされて、由乃はたわわな胸を揺らしながら悦びの声をあげる。

「今日は寝れないな」

　誉の言葉を聞いて、由乃はぐったりしつつわずかに笑みをこぼす。

　それも由乃が考えていた通りだ。寝れないくらい愛して欲しかった。

「私のこと、それくらい想ってくれてる？」

「当たり前だろう？」

　ずんと思い切り突きあげられて、由乃は一気に蕩けた。

　今までの不安は消え去っていき、代わりに幸せな想いが心に流れ込んでくる。

　隘路がきゅっと締まり、由乃は快楽に苛まれた。

　部屋には由乃の喘ぐ声が響いている。

「今度一緒に、部屋を見に行こうな」

　誉の呟きなど聞こえず、由乃は淫靡に吐息を漏らした。
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　目深に黒いキャップを被った誉は厳重にサングラスをかけて、パッと見ただけでは誰だか分からない。特徴的な目元を隠しているし、顔を帽子で覆っているから余計だ。

　春も近くなり、『シャリンジャー』の最終回は来週に控えていて、放送と同日にヒーローショーも最終日を迎える。その日を最後に『シャリンジャー』は次のヒーローにバトンタッチというわけだ。

　誉はまだ肩の荷が下りないと言いつつ、次のドラマの台本を読んでいて、そのこととシャリンジャーのことで頭がいっぱいらしく落ち着かない様子だ。

　次に誉が出演するドラマは大人の恋愛ドラマだが、ミステリーもの。漫画が原作でとても人気があるらしい。誉はよく喋る役だそうだ。

　そのせいで、部屋では台本を手放せないようだし、今いるワンルームではさすがに狭いと感じることもあるようだった。

　今日は誉の次の引っ越し先として都内のワンルームを探しにきているのだが、由乃は少しだけ複雑な気持ちだった。

　今まではすぐに会える距離だったのに、次に誉が住む部屋は撮影のため都心に近くなり、由乃の部屋とは必然的に距離が離れてしまうのだ。

　しかも、テレビ関係者からオススメの場所を事前にリサーチ済みらしい。

（嬉しいような、悲しいような）

　複雑だ、と思わず口から出そうになりつつも、一緒に部屋を選べるのだから文句は言えない。

　由乃はとなりを歩きながら誉の方をそっと見た。

　撮影が始まる前より少し痩せたような気がする。

「一年間忙しかったよね」

「あっという間で、そんな感じがしなかった」

「そっか。こんな風に認められていくんだね」

「たまたま運が良かっただけだ。シャリンジャーは評判も良かったから」

「そうだね」

　由乃は誉の手を思わず掴んでいた。

　誉がどこかに行ってしまいそうで不安でたまらない。

　シャリンジャーの評判が良かったのは認めるが、次のドラマの大役大抜擢は誉だけだ。

　ドラマだけじゃない。

　相変わらず女性誌に載ったりしているし、人気がある。

　どこかアイドルみたいな扱いに由乃の方が困惑していて、誉のように淡々と現実を見ていられない。女性ファンの急増だって仕方ないとはいえ困惑してしまう。

　今回の部屋選びも間違えないようにしないと、すぐに住所を突き止められてしまうだろう。

　芸能人がうっかりしていて、ファンに住んでいるところを突き止められるなんてことは最近ではよく聞く怖い話だ。

「不動産屋さん、駅から遠いね」

「うん。大手の不動産屋じゃないんだそうだ。個人経営らしい」

「へえ」

　どんなところだろうと想像しながら歩いていると、駅からどんどん離れて人気がなくなっていく。

　店も少なくなり、道沿いは月極駐車場ばかりになって、ますます由乃は不安になってきた。

　きょろきょろ見回すと、一軒それらしき建物が建っている。

「あれだ」

「そうみたい！」

　ほっとして笑みを零すと、由乃の手を誉がぎゅっと握る。

「都内で広い部屋を借りてみたいな」

「そうなるといいね。でも、とりあえず安くて良さそうなところかな」

　由乃がくすっと笑うと、誉は、はあっとため息を吐いた。

「広い部屋。結構本気なんだが」

「え？」

「とにかく、相談してみようか」

「う、うん」

　扉を開けると、中には誰もいなかった。

　薄暗い店はカウンター越しに対面になっていて、テーブルにはファイルが山積みになっている。前回の接客に使ったものなのか、無造作に置かれていた。

　由乃が辺りを見回していると、誉が一歩踏み出して声をあげた。

「すみません、今日部屋を見てまわりたいと予約していた者です」

　しーんと静まり返ると、由乃は不気味さすら感じて誉の陰に隠れた。

　普通の不動産屋なら常に人がいて明るい雰囲気があるのに、店の雰囲気も暗いし店主もおらず、怪しい雰囲気だ。

「すみません！」

　誉がもう一度声をあげたとき、奥から白髪のおじさんが出てきた。

「はいはい。お待たせ」

「あの、今日予約していた」

「はい。監督から話も聞いてますよ。どうぞ、座って」

　ふたりで会釈してから椅子に座ると、おじさんから只者ではないような雰囲気を感じて由乃は肩を竦めた。

　テレビ業界の人間と繋がりがあるなんて、もともと関係者なのかと勘ぐってしまう。

　由乃がじーっと見つめていると、店主はくすくすと笑いだした。

「ああ、私は怪しい人間じゃないから。もともと鳴かず飛ばずの俳優やってて、結局ダメでね。父親の不動産屋継いだの。そうしたら、監督みたいな人から部屋紹介してくれって話が結構あってね。だから事情は分かるよ」

「そうなんですか」

「そうそう。最近有名になった誉くんだろ。うちは高級マンションも管理してるから」

「そういうところに住めるようになりたいんですけど」

「そうだね。いいところ結構あるよ」

　そう言って、適当にファイルを引っ張ってきて誉の前に広げた。

　思わず由乃も覗き込むと、オートロック式のマンションだ。しかもまだ新しい。

「ここならふたりで住めるけど」

　店主の言葉に由乃が固まった。

「でも、ちょっと高いんだ。誉くんがずっと頑張り続けなきゃいけないのもつらい」

「でも、ここいいじゃないですか」

　間取りと内装の写真を見ると、誉が興奮している理由がじわじわと分かり始める。

　広いリビングに寝室、築年数も浅い為、見た目も綺麗なのだ。

　ただ、由乃と住むことが前提なんて聞いていないし、その為に誉が頑張るなんて聞いていない。

　誉のペースで頑張って欲しいし、何かあったときに家賃が払えないなんてことになったら由乃にはどうすることも出来ないだろう。

　ちらりと家賃を見れば、到底花屋のバイトで賄えるものではなさそうだ。

「もう少し都心から離れてもいいかもしれないなあ」

　誉がぼやいてしまうと店主は微笑ましそうに言う。

「彼女の為に頑張るなんてね。さすが正義の味方」

　そう言われて誉は照れた顔を見せつつ、間取りを見ながら真剣だ。

「寝室は広め、リビングも広いほうがいいんです」

「彼女がお気に入りの部屋がいいですよ」

　ふたりで盛り上がっているところ申し訳ないが、由乃はその話をひと言だって聞いてない。たしかに、あの日、誉に甘えたことは認めるし、一緒にいられたらと思った。

　新しいドラマとともに離れるなんて嫌だとも思ったが、由乃だって新しいことに少しずつ慣れていかないといけないと思っている。

　そろそろと誉のシャツの袖を引っ張って上目で訊く。

「あの、ふたりで一緒に住むの？」

「そのつもりだ」

「聞いてないよ」

「言ったら、準備が必要だとか言い出して決まらないだろ」

「そうだけど。でも、ど、どうするの？　だって、独り暮らしとふたりで住むのじゃ金額が違うじゃない」

「俺はもう、この道で頑張るって決めたんだ。由乃には迷惑はかけない」

　誉からの決意の言葉に胸がきゅんと掴まれる思いになったものの、簡単に浮かれられない。

　今回はたまたま上手くいっただけかもしれないし、今は波に乗っているだけで、見放されたら酷い目に遇うかもしれない。

　そのくらいは冷静に考えているかと思っていた。

「色々山あり谷ありだと思うけど、今回、すごく感触が良かった。監督とも相談したし、大丈夫だ」

「そうなの？」

「断言はできないけどな」

　誉は今回のシャリンジャーの大抜擢に始まり、だいぶ変わったと思った。

　保険にバイトをしていた頃とは違い、ひとつ道が決まった印象がある。

　それに、役者に対して自信がなさそうにしていた頃と違い、ひとつ作品を終えて自信に満ちていた。その眼差しには以前より厳しさがあるような気がする。

「じゃあ、誉くん。いつもいいことばかりじゃないと思うから、都心からは少し離れて家賃は下げた方が無難だと思うんだけど」

「でも――。家賃は高い方が仕事のやる気になるとかならないとか」

「それはそれ。彼女と住むんだろ？　現実的なこと考えた方がいいから。空回りしたら大変だろ」

　店主の言葉を聞いて、誉は静かに頷いた。

　生活がかかっているとなると、たしかにやる気のベースの部分が違うかもしれないが、空回りした場合、いい結果にはならないだろう。普通に考えて、分相応な部屋に住んでゆとりある生活をした方がいい。

　誉がいつになく焦っているような気がしたものの、ふたりで住むことはどうやら決定事項らしい。

　本当に同棲するとなったら、由乃だって両親にきちんと説明しないといけない。

　店主は誉がときどき暴走しそうになるのを冷静に受け止めて、いい物件を紹介してくれていた。信用できる人だと思えてぼんやりとふたりを見つめる。

　誉と同棲スタートか、なんて思うと信じられない。

「じゃあ、この物件見に行きましょうか」

　由乃がぼんやりしていた間に、さっさと物件が決まり、慌てて誉を見つめる。

「もう見学に行くの？」

「早い方がいいんだ」

「そう。ドラマに合わせて？」

「それもある。撮影が始まると由乃と会えなくなるの、ほったらかしてるみたいで嫌なんだよ」

「う、うん」

　気にしてくれていたことは嬉しいが、正直なところこの展開にまだ実感がない。

　店主に言われるまま表に出て車に乗り込むと思わぬことを訊かれた。

「ふたりは結婚するの？」

　誉も驚いたようで黙り込んでいたし、由乃だって答えられない。

　いつかは、とは考えているが誉が役者として大成してしまったので、そのタイミングが分からなくなった。

「誉くんってモテそうだし俳優だし心配もあるかもしれないけど。真面目そうじゃないか」

　店主の優しい言葉に背中を押されて、由乃は頬を染めた。

　モテるなんてものじゃない。

　本当に女子に人気だから、そのことは頭では考えないようにしている。

　どこかの有名企業で働くＯＬだったらまだ釣り合いが取れたかもしれないと弱音を吐いたこともあるが、誉はそういうステータスには興味がないと言った。

　だから、由乃はなんとか自分に自信が持てている。

　候補のマンションに着くと、店主は嬉しそうにエレベーターまで案内してくれた。中層階に止まると、すべてオートロックでセキュリティは問題なさそうだ。

　エレベーターのすぐ近くの部屋に入ると、リビングと小さめの寝室付きの部屋に案内された。

　広々とした部屋で、誉とふたりで住んでもちょうどよさそうだ。

　窓から外を見ると景色が遠くまで見える。

「由乃、どうだ？」

「でも、あの――」

　由乃は渋った。

　部屋を決めるのはこの調子じゃ順調に進むだろう。誉は由乃との同棲について、わりと楽観的に考えているらしくて、どう切り出すべきか悩んだ。

　両親が反対するとは思えないが、驚くだろう。

「うちの両親、誉と同棲するなんて思ってないと思うから。心配で」

「そのことなら、すでに何通か手紙を書いてお願いしている」

「お願い……」

　そう言われて、ようやく以前唐突に母親から届いたメッセージを思い出す。

　さらに誉は由乃を真剣に見つめ直してきた。

「結婚を前提にしたお付き合いをさせてください、と書いた」

　言われた途端に耳朶が燃えるように熱くなった。

　由乃の知らない間に両親にそんな説得をしていたなんて信じられない。

　そんな話一言も聞いていなかったから余計だ。

「聞いてないか？」

「うん」

「ふたりでよく話しあってください。応援してますって書いてあったから、賛成してるのかと思った」

（すっかり取り込まれてるんじゃないっ）

　誉のことは大好きだし同棲も嬉しい。でも一人娘で異性と付き合うことには過敏だった両親まで反対しないとは、思わずたじろいでしまう。後は由乃の返事だけだとソワソワしていると、店主がくすくすっと笑いだした。

「まあ、そこまで話が順調なら問題ないでしょう。ここの部屋もオススメですけど、別にもあるので。色々見ましょうか」

「はいっ」

　由乃は恥ずかしさから返事をしてしまうと、逃げるように窓辺に向かった。

　カーテンもついていないその窓は光がとてもよく入り気持ちがよかった。

「ところで由乃」

「なに？」

「花屋のバイトどうするんだ？」

「あ、そうだ」

「ここから通うのは無理だろう」

　誉に言われて、由乃は黙り込む。そもそも、将来は店舗を持ちたいとか正社員になりたいとかそんな夢があって花屋の仕事をしているわけじゃない。

　近くに丁度バイト出来るところがあって、花も好きで頑張れそうだから。

　誉は夢を叶える為に花屋で働いていた。由乃は彼のおかげで辞めることなく続けていたし、真面目に働けることが出来た。

　花屋のバイトより、特にやりたいこともない。あるとすれば、誉を手伝うことだろうか。

　思わず俯くと誉がぽんと肩を叩く。

「俺がまだ由乃との将来について真剣じゃないと思ってるか？」

　誉の真剣なまなざしに思わず恥ずかしくなって顔を逸らした。

　不動産屋の店主がいるところで言わなくてもいいじゃないかと、何も言わないでもじもじしていると、誉から不思議そうに見られる。

「どうかしたか？」

「今言わなくても」

「ああ。あとで、じゃあ、ちゃんと」

「そ、そうなんだけど」

　ちらりと不動産屋を見つめるとにこりと微笑まれた。

　そして会釈した彼がスタスタと部屋を出ていくことを確認すると由乃はようやくほっとする。

　何か聞かれていたら、いくら業界のことが分かっている人間とはいえ明け透けすぎだ。

　誉も店主がいなくなったことを確認すると、由乃に向かって改めて見つめ直してくる。

「由乃、改めて。結婚を前提にきちんと付き合おう」

「うん。わたしこそ、よろしくお願いします。ただ、その、問題が」

「なんだ？」

「ここに引っ越してきたら、私またバイト探さないと」

「バイトだが、俺のプライベートなことがバレても困る。だから、できたらでいいんだが家事を頼みたい。帰ってきて由乃がいたら安心する」

「まだ不安だけど私も誉を全力でサポートするから、頑張るね！」

「大丈夫。不安にさせない」

　誉が微笑みながら頷いた。由乃はほっとして笑みを零す。

　ドアの向こうで不動産屋の店主が声を掛けてくる。

「ここに決めますか？　居心地もよいと思いますし、陽当りが一番いいんですよ」

　その言葉に反応して、由乃は慌てて誉を見つめた。

「すみません、お待たせして。ここにします」

　すると店主が入ってきてにこりと由乃を見つめた。

「ここは近くにスーパーもコンビニもありますし、使い勝手もいいですよ」

　由乃は小さく頷いて恥ずかしさを隠す。

　店主に何もかも知られてしまって、うまく返事が出来そうにない。

　誉だってなにもわざわざこんな時に言う必要ないじゃないかと思えてくるが、改まってレストランで食事をする時間がないのも分かっていた。

「じゃあ、店に戻って契約書を作りましょうか。それからマネージャーさんに決まったことを伝えて、由乃さんとの結婚のことも伝えた方がいいですよ」

「はい。何から何まですみません」

「こう見えて、色々な若手の芸能人をお世話しているので」

　肩を竦めて照れる店主は、全く動じる様子もなく由乃たちを笑顔で見つめていた。










　＊＊＊










（今日でシャリンジャー終わりかあ）

　エンディングテーマも終わって、次のヒーローとハイタッチするシーンを見ながら由乃はため息を吐いていた。

　子供が見る番組とは思えないほど、最後は感動的で頭がぼんやりするほどの余韻が残っているし、誉の演技も最高だったのだ。

　誉と夏は兄妹ではないのだが、物語が進むにつれて本当の兄妹だと打ち明けられた。イエローはブルーを今更本当のお兄ちゃんとしてなんて見れないと苦悩しつつ、シャリンイエローはどこかで本気で好きなんじゃ？　と思うシーンもあったりした。

　ブルーの気持ちはブレずにイエローを守るだけなのだが、ブルーとイエローが兄妹として引き裂かれた理由が明らかになると、感情の起伏が激しくなっていくシーンが増えていって、ブルーの普段見ない表情を沢山見れた。結局、ふたりは今までどおり仲間として仲良くやっていこうということになり、イエローはなぜか今度はレッドが気になる、なんて言い出して終わりになっていた。

　戦闘シーンも派手になっていき、何度地球が半壊したことか。

　今日のヒーローショーで誉がシャリンブルーを演じるのはラストになり、映画の公開を最後に一旦シャリンジャーは終わる。その後に何度か映画で復活すると聞いているが、まだ先の話だそうだ。

　ソファに横たわってふわあっと大きなあくびをしておもむろにスマホを見つめた。

　うららかな陽気がマンションの大きな窓から入ってきて、買ったばかりのソファは心地よく、ついつい寝てしまいそうになる。

　ふとネットニュースを見ていると、信じられない言葉が飛び込んできた。

『シャリンブルー、同棲していた！』

　見出しとともに、誉と自分の写真が載っている。

　何かの間違いかと思い見直すものの、確かにこの写真は自分だ。

　夜に誉と由乃がマンションのエントランスに入る写真、スーパーからふたりで出てくるところ、そして朝方に由乃が誉と近所のコンビニで買い物している写真まで撮られている。

　何が起きているのか分からないと文章を読んでいくと、誉が一般女性と同棲しているという記事だ。

　シャリンジャーの最終回にあわせるタイミングでネットニュースにあげてきたのだろう。

（いつこんなもの）

　わなわなと怒りが湧いていた。

　子供たちの気持ちは次のヒーローにすでに向いているだろうが、シャリンブルーの誉に代わりはない。悪質な記事だ。つまり、こういうことを面白おかしく書いて『母親や女性の』注目を浴びせるつもりなのだ。

　くだらない、そう思う反面、気持ち悪さも感じた。

　あの不動産屋の店主と会う日にちはマネージャーが決めていたし、見に行くマンションは誉だって知らなかった。

　つまり、張り込んだりして誉か自分を追い回していたのだろう。

　本当に気持ち悪いと思えて、由乃は青ざめた。

　この記事に注目が集まらないといいと思いつつ、気になって調べると、由乃の思いとは裏腹に誉のスキャンダルはすでに騒がれてしまっていた。検索サイトでは誉の名前がホットワードとして急上昇していて、せっかくの最終回の放送日に誉は別の意味で有名になってしまった。

　由乃が泣きたい思いでクッションを抱えていると、スマホが振動した。

　誰かと思えば、誉からだ。

『スクープされたな』

『どうしたらいいの？』

『部屋から出るな』

『でも、買い物は？』

『なんとか凌いで、欲しいものは俺にメッセージを。今からショーだから』

　由乃はシュンとなって、スマホを握り締めた。

　今まで平凡に生きてきて、芸能人のスキャンダルは見る側だった。

　なんとなくぼんやり見て、過ぎ去るもの。

　それが、誉と一緒にいるとそういうわけにもいかないのだと痛感した。

　そんな中、誉は冷静で頼りになるし、動揺もしていないようで改めて惚れ直してしまう。

　怖くなってスマホの電源を切ると、思わず玄関に足を向けてしまう。

　マンションの入り口はオートロックで入居者以外は入ることは出来ない。

　ただ、どんな方法で写真を撮ったのか分からないとなると、部屋だって嗅ぎ付けていそうで怖くなる。

　小窓から外を見るが人はいない。

　ほっとため息を吐いて逃げるようにリビングのソファにうずくまると、テレビを付けた。

　シャリンジャーが終わった後に放送が始まる旅番組が流れていて、旅館を紹介している。

　せめて気分だけでも変えようと見ていると、誉と旅行に行ったことがないということに気づく。

　情緒が不安定なせいか、考えるとあんまりだと思えて、涙が溢れてしまう。

　スマホを見たいが、見てもろくなことが書かれていないだろうとぼんやりテレビを見つめた。










　数日後。由乃は何もすることがなくて思わずテレビを点けてしまう。

「シャリンブルーの明智誉さん、本名で活動されているんですけど、なかなかイケメンですねえ」

「お相手は一般の方だそうで」

「でも、その前にシャリンイエローの古村夏さんと噂があったんでしょ？　モテますねえ」

　昼間のワイドショーでは好き勝手言われるだけ。

　どこで情報を仕入れてきたのか、夏とのことまでとりあげていて、まるで誉が遊び人のような口ぶりにさすがに腹が立つ。

　誉からは外を歩くなと言われていて、せっかく引っ越してきたのに散策ひとつ出来ないでひきこもっていた。

　悪口は言われていないが、面白おかしく囃し立てられるのもうんざりする。

「このお相手の方とは結婚するんですか？」

「事務所はノーコメントです」

「気になって眠れませんねえ！」

「これからの人なので、慎重なのでしょう」

（好き勝手言って）

　由乃は気分を変えようとチャンネルを変えるが昼はワイドショーが多いため、それだったら適当に動画でも見ていようとスマホを取り出した。

　誉は新しいドラマの撮影の為、朝からいない。

　とくに悪い噂を流されたわけではないが、誉が初めてドラマという舞台で仕事をするタイミングでプライベートが明かされたので、やりにくいとぼやいていた。

　確かに誉は女性に人気だが、そういう人は芸能界じゃ山のようにいるはずだ。

　由乃はぼんやり動画を見ながら誰かがリークしたのでは、と思った。

　素人考えだから分からないが、誉の足を引っ張るようなタイミングだし、この通り私生活もめちゃくちゃだ。由乃に至っては外に出られない。

　ため息を吐いた途端にネットにあった反響や感想を思い出して気分が暗くなる。

　何か悪いことをしたわけではないが、誉の彼女は一体どんな人なのかと気になる人が多いようだ。

　このタイミングで写真が出て、あまりに誉の彼女が普通だったから皆驚いたのだろう。

　自分の方が可愛い、美人だとアピールしている人が多くて、由乃の心も傷ついていた。

（目の前のコンビニに行きたい。もう飽きた）

　いくら素晴らしい眺望のマンションといえど、強制的に引きこもりにさせられると辛い。

　誉のサングラスと帽子を身につければなんとかならないかとひらめき、試しに帽子を被ってみると顔は影で隠れる。さらにサングラスもつければ本格的に誰だかわからない。

　ただ、明らかに怪しい。

　着替えも目立たないような黒い服を選んでいるから大丈夫だと言い聞かせ、そっと部屋を出ると、しっかりと鍵を掛けた。由乃は雑誌を買うだけだとエントランスを出ようとした。

　すると、目の前に見知らぬ男性がいる。

（もしかして、あの人って）

　由乃を見るなり近づいてきたので思わず引き返してマンションの中に入ってエレベーターのボタンを押した。

　すると、わらわらと人が押し寄せてきて、由乃のことをカメラに撮り始める。

（な、なんで私なんかをカメラに撮ってるの!?）

　意味が分からないと思いつつ、気持ち悪さに耐えてやっと開いたエレベーターに乗り込んだ。

　そしてすぐに部屋に戻るとドアの鍵を閉めてチェーンもする。

　由乃は一般人だと記事に書かれていたから、さすがに写真を撮られるとは思わなかった。でも、彼らは嬉々としてシャッターを切っていたし、周りへの迷惑もお構いなしで道に広がっていた。

　誉の約束を破ったせいでとんでもないことにならないといいがと思いつつ、精神的にどうにかなりそうだと、由乃は誉にメッセージを送った。

『マンションの前にカメラ持った人が沢山いる』

　撮影中なのか返事はなかったが、由乃はメッセージを送っただけでも少しほっとした。今までに感じたことのない危機感にまだ動悸がおさまらない。

　変装していれば良いわけじゃないようだ。外に出られるのはほとぼりが冷めてからにしなければと痛感する。

　心ここにあらずでぼんやり窓から青空を見つめていると、スマホが鳴った。

　さっきの今で警戒して画面を見つめると、誉からだ。

「誉？」

「由乃、大丈夫か？」

「ごめんなさい、写真撮られて」

「事務所が法的措置を取るって。それから、この情報をリークしたやつが分かった」

「リーク」

　やっぱりそういう人間がいたのかと思った。

　誉は人気だったが、プライベートをめちゃくちゃにされるような悪いことなんてひとつもしていない。そんなことを考えていると電話越しで誉がぼそりと言った。

「夏だ」

「え？　古村夏さん？　だってここのこと話したの？」

「引っ越すことだけは」

「それだけでも分かるものなの？」

　由乃は半信半疑だった。夏はあれきり引き下がったと思ったし、もう撮影も終わって誉にこだわる必要だってないはずだ。

　台本の内容ではあるがシャリンジャーでは最後はレッドが気になると言って終わったのだ。

　大人しくしていて欲しい。

「夏は情報網がやたらあるからな。さっき監督から連絡あって、夏とトラブルがあったけど、あれは結局大丈夫だったのかって聞かれたんだ」

「監督は何か知ってたの？」

　由乃はスマホを握り直した。汗でじっとりと濡れてきて滑り落ちそうだ。

「夏がやたら俺のことを聞いてきたらしい。もしかしたら住んでいる場所を突き止めて、夏と俺が付き合っていたかのようにリークし、注目されることで今後の仕事に利用したかったのかもしれない」

　由乃の身体に悪寒が走った。

　誉が困っていることなんてお構いなく、一方的に想いをぶつけてくる。シャリンイエローとして、いや、それは女優としてはどうなのだろうか。普通の恋愛だってそんなことをしたら嫌われる。

「どうするの？」

「とりあえず、事務所が対応してくれる。夏のことは注意してくれるだろうから」

「なんか、最後まで自分勝手な人だったね」

　思わず本音を吐露してしまう。

　すると誉がくすくすっと笑った。

「振り回されたな。そういえば、今度オフで休みなんだ。旅行でも行かないか」

「でも、こんな騒ぎで」

「家の周りだけだ。遠出だったらなんともない。行こう。ちょっと行ってみたいところがあるんだ」

　誉に言われて、由乃は電話越しに頷いた。

　頑張ってと誉に伝えて切ると、ぐったりしてソファに寝転んだ。

　夏がまだ誉を想っていたなんて信じられないし、こんな嫌がらせ染みたことをする人間だなんて予想外だった。

　子供番組に出るなら、大人の模範になるような人間が選ばれると勝手に思い込んでいたせいもある。

　どんなことを投稿しているのだろうかと久々に夏のＳＮＳを見てみると、信じられない投稿があり由乃は目を疑った。

　それは明らかに誉に向けての言葉で、沢山のコメントが付いていた。






『どこにもいかないで、私だけのお兄ちゃん』






　役柄に入り込んでしまったのかと一瞬思ったが、そうだとしたらもっと明るくレッドに気持ちを切り替えているはずだ。明らかに誉のことが好きで忘れられないのだろう。

　もちろん、これに対してファンは色々なコメントを寄せていて、もはや由乃は目を通すのを止めた。

　この意味深な投稿をワイドショーが取り上げるのは時間の問題だし、色々なことがあって、誉の事務所も何かはっきりと通達するかもしれない。

　それにしても、一度フラれているのにここまで入れ込むなんて、夏は美人で恋の相手なんて選び放題であろうに不思議だと、由乃はその投稿を見つめながら思った。

　うーんと考えながら由乃はスマホをローテーブルに置いた。

　そして、この後帰宅した誉に思わぬことを聞かされることとなる。










「まさか、夏さんの次の仕事がなくて誉に嫉妬したなんて」

　由乃はもう何度口に出しても信じられないことを、旅行に向かう車の中で改めて口にした。

　夏は以前誉との匂わせ投稿をしたせいで、それまで世間が彼女に抱いていた『清純派の妹キャラ』というイメージを自ら壊したのだ。

　妹キャラとはかけ離れているああいった過激な行動を起こした為、業界関係者やファンから反感を買った。

　シャリンジャー関連のコンテンツが終了していくなかで、誉だけでなく、様々な俳優がその後も活躍し、番組が終わっても色々なところで楽しませてくれる。ドラマだったり舞台だったり、バラエティーの仕事だったり。

　誉が演じる今度のドラマは有名な俳優や女優がキャスティングされていて、力の入っている夜の恋愛ミステリードラマだ。

　でも夏は匂わせ投稿のせいで悪いイメージがついて、次の仕事がなかったそうだ。

　グラビアの仕事は続いたそうだけれど、他のメンバーとは違って華々しさは継続しなかった。他の主要メンバーは活躍しているのが、そのせいで夏のプライドを傷つけたようだ。

　結局、最後にまだ好きだとほのめかすような投稿をしてごまかしつつ、内実、誉への思いは愛から憎しみへと変わっていたようだった。

　誉は夏の考え方はおかしいという。

「何度も言うけど。自分が蒔いた種なのに、他人のせいにしてるのはおかしい」

「そうだけど、少しだけ嫉妬する気持ちは分かるかな」

「それじゃ、結局誰かと自分を比較し続けるだけで、何もならない」

「まぁ、そうだね」

　誉は下積み時代が長いせいか、今回のドラマへの抜擢にも驕らず、黙々と役に向かっていた。だから余計に夏のような撮影仲間に迷惑をかけて自分勝手なことをしたうえに、反省もせずしっかりと仕事に向き合えない人間のことが理解できないのだろう。

　思い返せば、俳優の仕事がない時には花屋のバイトをしながらもしっかりと演技の練習に励み、エキストラにも参加して、その他にも色々な努力を重ねて今の誉があるのだ。

　その点夏は、下積みもなく、最初からちやほやされていたのでそういった姿勢がないのかもしれない。

「まあ、その話はいいだろ。毎日ワイドショーでやってるし」

「ほんと。みんな飽きないよね」

　由乃はちらりとスマホを見つめた。

　そう、あの騒動のあと夏にお灸をすえる為に、誉の事務所がすべてを明かしたのだ。

　すると瞬く間に芸能ニュースになって夏のことが毎日のように騒がれている。過去のことやら今までの交友関係まで、様々な情報が暴露されている状態だ。

　いつまで続くのかと思いつつ、夏はしれっとテレビに映ることもあった。

　全部嘘です、と涙混じりに言ったときはさすがだと思ったものだ。

「ほら、せっかくふたりきりなんだし、この話題止めようか」

「うん。ところで、どこに泊まるか聞いてなかったね」

「気になってたリゾートホテルなんだけど。そこでいずれ結婚式なんてどうかなって」

　いきなり言われて、由乃は目が点になった。

　ここのところとんとん拍子に話が進んでいて考えが追いつかない。もちろん嬉しい気持ちのほうが大きいが不安がないと言えば嘘になる。

　安定した職業じゃないことは一緒にいてよく分かっているし、スキャンダルになれば、マンション前まで記者が押し寄せてくることも知った。

　誉が有名になればなるほど、日常からかけ離れた生活になる。

　今はまだ『シャリンジャー』を見ていた人たちに知られている程度だけれど、そのうちにもっともっと有名になってしまったとき、由乃は平然としていられるのかと不安が頭をもたげる。

　なにも取り柄のない自分でいいのか、と。

「あの、もう少し考えても」

「ここまできて悩むことないだろ」

　誉からの言葉はいつだって力強い。それでも不安をすべて取り除くことは出来ない。

「……うん」

「ドレス着てみないか」

「えっ？」

「せっかくだからいいだろ」

　拒否する理由はないが、やはり自信が持てない。

　誉があっという間に有名になったせいか、由乃の気持ちの方が全く追いついていないのだ。もしかしたら、こんなことを繰り返していくのかもしれない。

「わ、わたしでいいの？」

「他に誰がいるのか教えろよ」

「知らない」

「自信ないんだろ？」

　由乃はこくんと頷いた。

「俺、自己中心的な女子が苦手なんだよ。由乃は人の気持ちを考えられるから好きなんだ。由乃みたいに陰ながら支えてくれて、相手のことを想って行動出来て。俺は俳優として成功したいと思っているから、普通じゃ考えられないことだってあると思う。だから一緒になってくれる子は俺のことをよく分かっていて、信じてくれて一緒に居てくれる由乃みたいな子がいいんだ」

「ありがとう。うれしい」

　改めてそう言われて、由乃は胸がいっぱいになる。誉はありのままの由乃という人間を認めてくれた。何があっても誉と一緒にいればきっと大丈夫だろう。

「とにかく、俺を支えて欲しい」

「わかった。やってみる」

　もじもじ手を動かしながら言うと、頭を撫でられた。

「ありがとう」

　何も言えなくなっていると、胸が鳴りだした。

　久しぶりのスキンシップのせいだろう。大きな掌が温かくて心地よい。

　高速道路を降りると、海沿いの細い道に出て、由乃は恥ずかしさを隠すために景色を見るふりをして窓に視線をうつした。

　どんなホテルに泊まるのだろうと外を見ていると、誉が声をあげる。

「あ、あった。早速手続きしよう」

「う、うん」

　細道を通りホテルに到着し、チェックインをして荷物を運ぶ。部屋はシンプルなナチュラルテイストデザインで統一されていて綺麗だ。

「誉が選んでくれたホテル、綺麗」

「色々聞いたから。ここなら満足するだろうって言われて」

　ふたりで微笑み合うと、誉が照れたように頭を掻いた。

「早速ウェディングドレス見ないか」

「え？」

「疲れてないなら、いますぐ」

　車の中でも誉はそのことばかりで、由乃の方が戸惑いそうだ。

　けれど心地よい幸せを感じて微笑み返して頷いた。

　部屋を出て、誉の手を由乃はそっと握る。

「綺麗なドレスがあるといいね」

　誉は恥ずかしそうに微笑んでくれる。由乃は小さく胸を鳴らした。

　由乃たちはウェディングドレスが飾られている部屋に向かい、中に入ると、すぐに迎えられる。誉はすでに予約を入れていたようですんなりと話が進んでいくので、由乃の方がどぎまぎして辺りを見回すばかりだ。

　テーブルと椅子があって、奥の方では何組かのカップルが自分たちの結婚式について話を進めているようだ。

（ほんとに結婚するんだ――）

　周りを見ながら現実感が湧いてくる。椅子に案内されてスタッフがにこやかに微笑んだ。

「このたびはおめでとうございます」

　親切に言われたものの、まだ誉との関係は始まったばかりのような気がしているので、不思議な感じだ。

「あの、こちらの勝手で申し訳ないのですが、ドレスを着させていただけませんか？　その、色々あって。彼女を喜ばせたくて」

「は、はい。分かりました」

　一瞬びっくりした顔を見せたスタッフだが、誉の無茶苦茶な要求にも笑顔で答えてくれた。

　その代わりに由乃の顔がこわばってしまう。

「な、なんでそんなこと」

「ドレス着たいだろ？」

「だって。まだ何も決まってないじゃない」

「ここでいいだろう？」

「そ、それは。まあ、うん」

　海沿いのホテルなので、海が見えるチャペルなのだろうと想像して、由乃は頷いた。

　もっと質素なものか、式は行わないのかと思っていただけに、驚いたが嬉しさのほうが勝った。

　スタッフが立ち上がり、別室へ案内される。

　申し訳ない思いでついていくと、部屋の扉が開いた。

　恐る恐る中へ入ると、そこは沢山のドレスで溢れていて由乃の頬は思わず緩んだ。

「選ぼうか」

「うん。誉選んで」

「うーん」

　誉は悩みながらも、Ａラインのふわりとしたドレスを選んでくれた。

　背中は大胆に開いていて、由乃なら選ばないようなデザインだ。

「これ着てみて」

「似合うかな」

　スタッフとともに試着室へ入り着替えを始めると、由乃の胸は段々と高鳴りだした。

　鏡に映る自分のにやけた顔を見て、自然とこのまま流れに身を任せてしまおうと思った。

　着替えは大変だったが、着てみると身体のラインが綺麗に見えて素敵だった。

「お似合いです」

　スタッフの言葉に気をよくして、由乃は誉に見てもらおうと試着室を出た。

「似合ってる？」

　にこりと微笑むと、誉は照れたような表情を見せた。

「うん。他にももっと着よう」

「これじゃダメ？」

「違う。由乃の可愛い姿を沢山目に焼き付けたいんだ。たっぷり着てほしい」

　その言葉にはさすがにスタッフも苦笑した。

　由乃は恥ずかしさから言葉にならず顔を真っ赤に染めて固まってしまった。

　誉は本格的に俳優の仕事をするようになってから普段言わないようなことをぱっと言えるようになったような気がする。

「ほら、これ」

　黙って誉から次のドレスを受けとると、由乃はまた試着室へ向かった。恥ずかしさのせいで着替えがもたついてしまい、スタッフに身体を支えてもらった。

（単なる旅行かと思ってたのに）

　断る理由も、離れる理由もなにひとつ思いつかない。

　ただ、自分が誉の奥さんにふさわしいのか分からなくて、やはり不安はある。シャリンジャーの撮影を陰ながら支えたつもりだが、寂しくて誉の部屋に押しかけてしまったし、スキャンダルには全く慣れない。

　でも、誉が真剣に考えてくれていると思うと不安より喜びが勝ってしまう。

　誉が純粋に由乃を選んでくれたことが嬉しくてたまらないのだ。

「由乃、そういえば、まだちゃんと言ってないよな」

　試着室の外から誉の声が聞こえてくる。穏やかな声にほっとしてしまう。

「なに？」

「俺と結婚してくれませんか」

　いきなりのことでスタッフと由乃は試着室の中、ふたりで固まってしまう。

　スタッフが先に我に返るとにこりと由乃を見つめてきた。

「着替え終わったらお返事してみては」

「……はい」

（お芝居のせいなのか、すごい大胆になってる……っ）

　マーメイドラインのシンプルなドレスを着替え終えると由乃は試着室から出て頬を真っ赤に染めながら誉に言った。

「誉と一緒にいたいです」

　誉が安堵したように笑みを見せると、なぜか胸がいっぱいになって涙が溢れてきた。

　今まで苦しかったこと、彼女なのにただ一緒にいる友達と同じなんじゃないかと悲しい思いをしたことがぐるぐると思い出される。

　でも、誉はちゃんと自分のことを愛していてくれた。

「泣くなよ、まだまだこれからだろ？」

　誉が近寄ってきてそっと抱きしめてくれる。由乃はしゃくりあげるように泣いた。

「本当にこんな日が来るなんて思わなかったから。憧れのままかと思ってたから」

「そうだな」

　力強く抱きしめられて、誉の体温を感じると幾分か落ち着いてくるものの、こみ上げてくる思いは止まらず、つられるように涙もしばらく止まらなかった。










　＊＊＊










　病めるときも健やかなるときも――。

　牧師が由乃と誉に向かってそう問うているとき、由乃はその言葉を複雑な気持ちで聞いていた。

　誉の仕事がいつも順調なら健やかなときは続くであろうが、仕事が不調になったら気が滅入るような病めるときとなるだろう。

　もちろん、仕事以外でもこれから色々なことが起こるだろう。

　そんな時でもふたりで力を合わせて乗り越えていけるか、という問いだ。

「誓います」

　誉は真っ直ぐに言う。

　由乃も「誓います」とか細い声で言った。

　自信がないわけじゃない。シャリンジャーの前の誉を知る人はいない。それほど彼は無名だった。美男でも世間は誉をただの小さな花屋のイケメンとしか認知していなかった。

　けれど今では知名度もあるし、以前とは違う頑張り方をしないといけないのだ。

　式は家族と友人だけを呼んで静かに挙げて、ホテルにも泊まれるように手配してある。

　由乃は結局あれから悩みに悩んで、胸が開いたレースのあしらわれているＡラインのドレスを選んだ。腕もレースで透けていてとても綺麗なデザインだ。手には青いバラがふんだんに使われたブーケを持ち、式場も青い花で飾られている。

　式場の人間が誉をシャリンブルーだと気が付いて、それだったら青を取り入れたらどうかと勧めてきたのだ。もちろん、断る理由はない。

　誉がシャリンブルーを演じていなければ、ふたりともまだ花屋のしがない店員だ。

　由乃が手にしているブーケもかなり手の込んだもので、青いバラがメインで作られており、アクセントで白いバラも入っている。

　招待客も親族と友人のみだが、この日の為に招待状を送ったり引出物を考えたり、由乃の気持ちが休まるような日はなかった。もしも撮影関係者まで呼んでいたらどれだけ大変だったろうかと思う。誉が言うには、撮影関係者は別にお祝いパーティーを開いて招待するそうだ。

　そして、そんな大変な日を乗り越えて隣では灰色のフロックコートを着た誉が、その長身を際立たせている。目が合う度に緊張が増すためか、誉も由乃とあまり目を合わせようとしてくれない。

　この日が来て、ようやく結婚するのだと実感した。

　指輪の交換になって誉の手が震えていることに気が付いた。
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「大丈夫？」

「緊張してきた」

　ぶるぶると震えながら指に入れるので時間がかかるものの、すっぽりおさまり、由乃も緊張しながら誉の指に入れることが出来た。

　誓いのキスを終えると、挙式は終わりようやく解放された気分だ。

　ピンク色の胸元が開いたカクテルドレスにお色直しして宴会場入り口に向かうと、誉は優しい眼差しを向けてくれる。

　見つめ合い、誉はほっとしたように肩を落とした。

「こういう式、俺がしたかったんだよな」

「誉が？」

「そう。由乃が綺麗なドレス着たら可愛いだろうなってずっと想ってた」

「そればっかり」

　照れつつ会場内への扉が開いて入ると、拍手で出迎えられた。

「おめでとう」の言葉をたっぷりと受けると、心から祝福されているのだと実感する。席に座るまでに、各テーブルに食前酒を由乃と誉でサービスしていく。

　ふたりの共同作業にぎこちなくなるのだが、テーブルに行く度に「おめでとう」と言われてそんな慣れない作業でも楽しくて胸が満ち溢れた。

　由乃の友人はといえば、ここぞとばかりに誉を写真にたっぷりと撮っている。

　誉はどこか緊張して、カメラに笑みを向ける余裕はないようだった。

（誉、まだ手が震えてる）

　くすっと笑うと、由乃の手元が狂いそうになって由乃の代わりに誉が慌てた。

「悪い、俺も緊張して手元が狂ってるかもしれない」

「ううん。私が色々考えてて」

「幸せか？」

「幸せ」

　微笑み合っていると、目の前に祖母がいる。

「美男美女だわね。とくに明智さんは本当に綺麗なお顔」

　その言葉に、近くの人が微笑む。

　由乃も緊張がほぐれて祖母に「ありがとう」と言いながら食前酒を注ぐ。

　席に座るとすぐに自分たちの食前酒が運ばれてきて口をつけた。

　家族と友人だけとはいえ、この日の為に色々と考えてきたために気が抜けない。

　由乃が思わずため息を吐くと、誉がくすっと笑う。

「疲れたんだろ」

「うん。知った人ばかりだけど、緊張しちゃう」

「部屋に戻ったら、そういう暇もないけど」

　そう言われて、はっと思い出した。

　誉は新婚初夜を楽しみにしていると以前から言っていたことを。

　それでなくても一晩中寝ない絶倫な人なのに、特別な日となればどんなことを考えだすか分からない。

　それはそれで嬉しいような楽しみなような気もするのだけれど、こんな疲れきった身体で受け止めきれるだろうか。

　そんなことを考えていると、すぐに前菜が運ばれてきて、由乃たちの幼少期がスクリーンに映し出される。

　司会者が生い立ちを話しだすと、由乃の胸が熱くなってきた。

　このころ、由乃は誉のことを何も知らない。知り合うのは大人になってから。

　結婚の縁は不思議だ。

　ふたりの生い立ちを見ながらだと食事もよく味わえなかった。その後にも友人が手紙を読んでくれたり、由乃が家族へ感謝の言葉を贈ったり、とても濃密な時間が流れて披露宴は無事に終わった。帰り際、チャペルで使っていた青い花は家族と友人に配られた。

　司会者が青いバラにちなんで「ご出席者さまに奇跡の縁がもたらされることを祈りまして」などというものだから、由乃の友人たちは大事に抱えて持ち帰っていた。

　皆を送り出して自分たちの着替えを済ますと、用意していた部屋に向かった。

　この日の為にスイートルームを予約したのだ。

　部屋に戻ると由乃は否応なしに胸が高鳴って誉となんとなく距離を取った。

　ソファに腰掛けてテレビをつけると誉が甘えるように寄りかかってくる。

「疲れたなあ」

「そうだね」

「由乃のドレス姿綺麗だった」

「ありがと」

　心地よさで由乃も自然と気持ちが和らいでくる。

　忙しさで最近の役柄についてちゃんと聞いておらず、性格が大胆になったような気がしていて、一体どんな役柄になっているのかふと気になった。綺麗になったと面と向かって言ってくれるのは嬉しいが、以前はそんな言葉はすぐに出なかったような気がする。

「ところで誉。ドラマの役ってそんなに大胆なの？」

「大胆というか。主役の刑事の奥さん寝取る役」

「そんな役だったの……」

「まあ、そのお陰でいろいろと勉強になったな。無茶苦茶なこといっても時にはいいんだなって」

「どうかなあ」

　由乃は照れ笑いをした。

　奥さんを寝取る役をして得た大胆さなんて、素直に喜んでいいのだろうか。

　それに、役にはまるごとに性格が変わるんじゃ、これから振り回されそうだ。

「これから楽しみだ」

　顎を掬われてキスされると、そのまま由乃は自然と押し倒された。

　そのまま着ていたものを脱がされると気持ちがいつも以上に高揚して由乃は甲高い声をあげてしまう。

　誉の体温を感じるたびに、由乃は満足して目を見つめて愛情を伝えていた。

　花屋の店員からシャリンブルーに転身を遂げ、そして様々な人の目に触れる役者になった誉。由乃は彼をどんな風に支えていけるだろうと考える。

　そして、誉はどんな表情を由乃に見せてくれるのだろう。

　ふたりを祝福した奇跡の青いバラは、由乃たちをきっと幸せに導いてくれるはずだ。
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